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は
じ
め
に　

本
稿
は
、
唐
代
ま
で
の
中
国
鬼
話
の
集
大
成
で
あ
る
『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話

四
十
巻
の
う
ち
、「
巻
三
三
六　

鬼
二
十
一
」
か
ら
「
巻
三
四
〇　

鬼
二
十
五
」
ま
で

の
鬼
話
の
特
徴
を
分
析
し
つ
つ
、
盛
唐
期
の
鬼
話
の
特
徴
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
目

指
し
た
も
の
で
あ
り
、
論
者
の
既
発
表
論
文
「『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話
の
構
成
―
鬼

一
〜
鬼
十
―）

1
（

」及
び
「『
太
平
広
記
』鬼
部
説
話
の
構
成
―
鬼
十
一
〜
鬼
十
五
―）

2
（

」「『
太

平
広
記
』
鬼
部
説
話
の
構
成
―
鬼
十
六
〜
鬼
二
十
―）

3
（

」
の
続
編
で
あ
る
。

右
の
三
本
の
論
文
に
お
い
て
、「
巻
三
一
六　

鬼
一
」
か
ら
「
巻
三
三
五　

鬼

二
十
」
ま
で
の
説
話
を
分
析
し
、
鬼
話
の
代
表
的
な
話
型
パ
タ
ー
ン
を
７
種
類
に
大

別
し
た
。
以
下
に
そ
れ
を
掲
げ
る
。

①
冥
婚
譚　

人
と
鬼
が
男
女
の
交
わ
り
を
持
つ
話
。
男
が
女
の
鬼
と
結
婚
す
る
パ

タ
ー
ン
が
多
く
、
女
と
男
の
鬼
の
例
は
少
な
い
。
跡
継
ぎ
の
子
が
産
ま
れ
る
場
合
も

有
る
が
、
夫
婦
は
長
く
共
に
暮
ら
す
こ
と
は
な
い
。

『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話
の
構
成 

│
鬼
二
十
一
〜
二
十
五
│

T
he ghost stories of  “ Taiping G

uangji”   vol.21

〜vol.25

三　

田　

明　

弘

M
IT

TA
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kihiro

②
塚
墓
宿
泊
譚　

一
夜
の
宿
を
借
り
た
家
が
、翌
日
見
る
と
墓
で
あ
っ
た
と
い
う
話
。

冥
婚
譚
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
話
型
で
あ
る
。

③
変
鬼
帰
還
譚　

鬼
と
な
っ
た
家
族
や
友
人
が
帰
っ
て
く
る
話
。
死
後
の
自
分
の
身

分
・
境
遇
、
鬼
ゆ
え
に
知
り
得
る
現
世
の
人
々
の
未
来
、
冥
界
の
秘
密
な
ど
を
鬼
が

語
る
。仏
教
の
影
響
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
追
福
を
求
め
る
パ
タ
ー
ン
も
増
え
て
く
る
。

再
婚
し
た
配
偶
者
へ
の
憎
悪
か
ら
鬼
が
出
現
し
、
か
つ
て
の
妻
や
夫
に
危
害
を
加
え

る
例
も
多
い
。　

④
冥
界
召
喚
譚　

冥
界
の
吏
で
あ
る
鬼
が
人
を
冥
途
に
召
喚
す
る
。
命
令
に
従
い
冥

途
に
赴
く
の
が
基
本
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
賄
賂
や
身
代
わ
り
な
ど
の
手
段
で
死
を

免
れ
よ
う
と
す
る
話
も
多
い
。

⑤
鬼
神
遭
遇
譚　

自
宅
や
、
そ
の
他
の
場
所
で
鬼
に
遭
遇
す
る
と
い
う
話
型
。
逃
げ

た
り
争
っ
た
り
す
る
展
開
の
場
合
は
、
そ
の
場
で
取
り
殺
さ
れ
な
く
て
も
、
間
も
な

く
絶
命
す
る
話
が
多
い
。
鬼
神
に
改
葬
や
廟
の
修
復
を
依
頼
さ
れ
る
と
い
う
パ
タ
ー

ン
も
少
な
く
な
い
。

⑥
凶
宅
鬧
鬼
譚　
家
に
鬼
が
居
着
い
て
、
家
人
を
悩
ま
せ
る
と
い
う
話
型
で
あ
り
、
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図
５　

小
松
茂
美
編
『
平
治
物
語
絵
詞
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年

図
７　

小
松
茂
美
編
『
北
野
天
神
縁
起
（
日
本
絵
巻
大
成
二
一
）』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年

図
８　

和
歌
山
県
立
博
物
館
編
『
和
歌
山
県
立
博
物
館
所
蔵　

熊
野
権
現
縁
起
絵
巻
』
勉
誠
出
版
、

一
九
九
九
年

図
９
〜
12　

小
松
茂
美
編
『
源
氏
物
語
絵
巻
・
寝
覚
物
語
絵
巻
（
日
本
絵
巻
大
成
一
）』
中
央
公
論
社
、

一
九
七
七
年
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多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
家
の
元
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
り
、
外

か
ら
来
た
も
の
で
あ
っ
た
り
、
鬼
の
出
自
も
様
々
で
あ
る
が
、
振
る
舞
い
も
騒
霊
現

象
程
度
か
ら
家
人
の
命
を
奪
う
話
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
食
を
盗
む
、
食
を
求
め
る

と
い
う
要
素
が
見
ら
れ
る
話
や
、
そ
の
家
に
住
む
人
を
助
け
る
鬼
の
話
も
あ
る
。

⑦
冥
事
占
判
譚　
人
の
運
命
（
冥
事
）
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
が
鬼
の

大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
が
、
優
れ
た
道
士
な
ど
は
、
鬼
と
同
じ
よ
う
に
冥
事
の

情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
人
間
が
、
人
の
運
命
に
関
す
る
情
報
を
知

り
、
予
言
し
た
り
運
命
を
操
作
し
た
り
す
る
話
。

本
稿
で
は
「
巻
三
三
六　

鬼
二
十
一
」
か
ら
「
巻
三
四
十　

鬼
二
十
五
」
ま
で
の
全

所
収
話
の
タ
イ
ト
ル
と
概
略
を
掲
げ）

4
（

、そ
れ
ら
を
右
に
掲
げ
た
話
型
一
覧
に
基
づ
き
、

話
型
毎
に
分
類
し
た
上
で
、
説
話
内
容
の
分
析
を
行
う
。

一　

戦
乱
未
だ
止
ま
ず

 

―
巻
三
三
六　

鬼
二
十
一
―
（
唐
粛
宗
・
乾
元
〜
上
元
）

巻
三
三
六
　
鬼
二
十
一

常
夷　

建
康
の
常
夷
は
、
梁
代
の
人
の
鬼
で
あ
る
朱
均
に
交
友
を
求
め
ら
れ
、
朱
均

を
自
宅
に
招
き
、
梁
・
陳
の
世
の
史
書
に
残
っ
て
い
な
い
故
事
を
聞
い
た
。
後
に
病

い
に
罹
る
と
、
司
命
神
よ
り
常
夷
が
冥
界
の
長
史
に
な
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る

と
朱
均
に
言
わ
れ
、
そ
れ
を
承
知
し
て
服
薬
を
止
め
て
卒
し
た
。

張
守
一　

乾
元
年
間
、
公
平
な
裁
判
で
多
く
の
冤
罪
の
者
を
救
っ
た
大
理
少
卿
の
張

守
一
は
、
張
に
息
子
を
救
わ
れ
て
恩
義
に
感
じ
た
鬼
の
助
け
で
、
天
使
を
装
い
、
士

人
の
娘
を
騙
し
て
七
日
間
の
逢
瀬
を
楽
し
ん
だ
。
武
則
天
の
時
代
に
な
っ
て
、
張
は

公
平
な
裁
判
を
行
っ
て
い
た
た
め
に
酷
吏
に
捕
ら
わ
れ
、
嶺
表
に
流
罪
と
な
り
、
生

活
が
窮
迫
し
た
。
鬼
が
く
れ
た
薬
で
、
雑
骨
を
刀
の
柄
な
ど
に
加
工
で
き
る
上
質
の

骨
に
変
え
、
そ
の
稼
ぎ
で
し
の
い
で
い
た
が
、
薬
が
無
く
な
っ
て
卒
し
た
。

鄭
望　

乾
元
年
間
、
鄭
望
は　

旅
の
途
中
、
亡
父
の
旧
友
で
あ
る
王
将
軍
宅
で
歓
待

を
受
け
、
そ
こ
で
蘧
蒢
の
三
娘
の
巧
み
な
歌
を
聞
い
た
。
数
ヶ
月
後
、
再
び
王
将
軍

宅
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
は
、
三
娘
は
夫
に
従
っ
て
都
に
帰
っ
た
と
の
こ
と
で
不
在
で

あ
っ
た
。
翌
日
、
辞
去
し
て
門
を
出
る
と
、
王
将
軍
宅
は
実
は
王
将
軍
の
塚
で
あ
っ

た
。
塚
の
先
に
は
楽
人
の
店
が
あ
り
、
楽
人
の
急
病
で
死
ん
だ
妻
が
塚
の
傍
ら
に
葬

ら
れ
て
い
た
。
遺
体
を
葦
蓆
で
包
ん
だ
の
で
蘧
蒢
の
三
娘
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
十

日
前
に
楽
人
が
遺
体
を
移
し
て
長
安
に
埋
葬
し
て
い
た
。

宇
文
覿　

乾
元
年
間
、
前
任
者
が
次
々
と
死
ん
で
い
る
呉
山
の
県
令
に
任
命
さ
れ
た

韓
徹
を
救
う
た
め
に
、
門
下
の
進
士
で
あ
る
宇
文
覿
と
辛
稷
は
、
原
因
と
見
定
め
た

大
槐
樹
を
伐
ろ
う
と
し
て
、
大
樹
の
中
に
人
骨
や
髪
や
歯
を
発
見
し
、
韓
徹
は
、
そ

の
遺
骨
を
埋
葬
し
直
し
て
や
っ
た
。
遺
骨
は
晋
代
の
戦
死
し
た
将
軍
契
苾
鍔
の
も
の

で
あ
り
、
契
苾
鍔
の
鬼
は
韓
徹
と
宇
文
覿
・
辛
稷
に
感
謝
し
、
特
に
宇
文
覿
は
危
難

に
多
く
遭
う
の
で
、
三
度
、
そ
の
命
を
救
う
約
束
を
し
た
。
た
だ
、
宇
文
覿
に
官
職

を
得
る
運
は
な
い
の
で
、
突
然
官
職
を
得
て
し
ま
っ
た
と
き
は
助
け
ら
れ
な
い
と
も

言
っ
た
。
そ
し
て
、
約
束
通
り
、
そ
の
後
、
契
は
何
度
も
危
難
か
ら
救
っ
て
く
れ
た

が
、
宇
文
覿
は
河
東
節
度
使
の
書
記
へ
の
任
官
を
受
け
て
し
ま
い
、
四
日
後
に
病
死

し
た
。

李
瑩　

寿
昌
の
令
、
趙
郡
の
李
瑩
の
父
方
の
従
姉
妹
の
第
十
三
は
至
徳
の
初
め
に
兄

た
ち
と
呉
に
移
住
し
、
後
に
死
亡
し
た
。
そ
の
兄
で
あ
る
岷
に
は
、
安
史
の
乱
で
自

由
に
往
来
出
来
な
く
な
り
、
呉
に
行
け
な
か
っ
た
妹
も
お
り
、
済
源
の
荘
園
に
一
人

で
住
ん
で
い
た
が
、
上
元
年
間
、
彼
女
の
元
に
、
こ
れ
ま
で
安
禄
山
の
賊
軍
に
攫
わ

れ
て
い
た
と
言
っ
て
妹
の
第
十
三
が
現
れ
、
姉
は
第
十
三
を
近
く
の
張
氏
に
嫁
が
せ

た
。
四
、五
年
し
て
生
ま
れ
た
子
は
賢
か
っ
た
。
ま
た
、
岷
の
家
の
田
地
は
多
く
が
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人
に
占
拠
さ
れ
て
い
た
が
、
訴
訟
を
し
て
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
た
。
永
泰
中
、
国

が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
岷
が
江
東
か
ら
科
挙
受
験
の
た
め
に
上
京
し
、
帰
り
に

済
源
の
荘
園
に
寄
る
と
、
第
十
三
が
死
ん
だ
ば
か
り
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
岷
は
妹

の
第
十
三
は
上
元
年
間
に
既
に
死
ん
で
呉
の
海
鹽
に
葬
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
鬼

魅
で
あ
ろ
う
と
言
い
、
張
家
に
行
く
と
、
遺
体
は
消
え
て
お
り
、
そ
の
衣
類
は
か
つ

て
棺
に
入
れ
た
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
子
も
す
ぐ
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

裴
晠　

河
東
の
裴

は
箏
で
名
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
南
楚
で
客
死
し
た
。
母
と
妹

の
元
に
、
急
に
裴

が
帰
っ
て
き
て
箏
を
弾
き
、
ま
た
妹
に
箏
を
教
え
た
後
、
見
え

な
く
な
っ
た
。

の
遺
体
を
運
ぶ
輿
が
着
い
た
の
は
、
そ
の
す
ぐ
後
で
あ
っ
た
。

李
氏　

長
安
の
来
庭
里
の
婦
人
李
氏
は
、
白
昼
、
夫
の
亡
妹
の
鬼
に
追
わ
れ
て
家
の

外
ま
で
逃
げ
、
北
門
の
兵
卒
が
馬
鞭
で
鬼
を
打
つ
と
、
鬼
は
被
っ
て
い
た
幞
頭
布
だ

け
を
残
し
て
消
え
た
。
幞
頭
布
の
下
に
は
髑
髏
が
あ
っ
た
。

 

「
巻
三
三
六　

鬼
二
十
一
」
は
、
安
禄
山
は
息
子
の
安
慶
緒
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た

も
の
の
、
い
ま
だ
安
史
の
乱
が
収
束
し
な
い
乾
元
か
ら
上
元
の
粛
宗
の
時
代
を
背
景

と
す
る
鬼
話
群
で
あ
り
、
説
話
の
内
容
に
も
時
代
特
有
の
状
況
が
反
映
し
て
い
る
。

冥
婚
譚

「
李
瑩
」
は
安
史
の
乱
に
よ
る
家
族
の
分
断
が
、
す
で
に
鬼
と
な
っ
た
妹
を
そ
う

と
は
知
ら
ず
に
人
間
に
嫁
が
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
時
代
が
落
ち
着
き
、
鬼
で

あ
る
事
が
明
白
に
な
る
と
、
第
十
三
は
人
間
の
社
会
の
中
に
息
子
共
々
居
場
所
を

失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

塚
墓
宿
泊
譚

 

「
鄭
望
」
は
塚
墓
宿
泊
譚
と
し
て
は
典
型
的
な
作
品
で
あ
り
、
塚
に
棲
む
鬼
が
孤

立
し
た
存
在
で
は
無
く
、
近
隣
の
鬼
と
も
交
流
が
あ
る
と
い
う
冥
界
観
を
、
本
話
に

も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。　

変
鬼
帰
還
譚

変
鬼
帰
還
譚
に
は
、
家
族
が
、
帰
っ
て
き
た
者
が
鬼
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

場
合
と
知
ら
な
い
場
合
が
あ
る
が
、「
裴

」
は
後
者
で
あ
る
。
鬼
に
よ
っ
て
生
者
に

楽
曲
が
伝
授
さ
れ
る
話
と
し
て
は
、「
嵇
康
」（「
巻
三
一
七　

鬼
二
」）
の
、
嵇
康
が

鬼
か
ら
琴
曲
「
広
陵
散
」
を
伝
授
さ
れ
る
話
が
有
名
で
あ
る
。

「
李
氏
」
は
、
な
ぜ
妻
が
夫
の
亡
妹
に
追
わ
れ
る
の
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

生
前
の
人
間
関
係
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
遺
骨
に
悪
鬼
が
取
り
憑
い
た
と
解
釈
し

た
い
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
常
夷
」
は
、
常
夷
と
鬼
と
の
交
流
譚
が
、
羅
列
さ
れ
る
梁
・
陳
の
逸
話
の
枠
物

語
に
な
っ
て
お
り
、全
体
が
一
つ
の
小
型
の
説
話
集
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

「
張
守
一
」
は
、
冒
頭
に
「
乾
元
」
と
あ
る
が
、
後
半
が
則
天
武
后
の
時
代
の
話

な
の
で
、
こ
の
元
号
は
誤
り
で
あ
る
。
則
天
武
后
の
酷
吏
政
治
を
皮
肉
る
説
話
で
あ

り
、
年
代
順
に
説
話
を
配
列
す
る
と
い
う
『
太
平
広
記
』
の
配
列
原
則
か
ら
言
え
ば
、

よ
り
前
の
巻
に
収
録
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

凶
宅
鬧
鬼
譚 

「
宇
文
覿
」
は
、
前
半
の
話
型
は
、
特
定
の
場
所
に
縛
ら
れ
て
い
る
鬼
が
怪
事
の

原
因
で
あ
る
と
い
う
、
凶
宅
鬧
鬼
譚
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
後
半
に
は
、
岐

州
の
土
賊
が
皇
帝
を
僭
称
し
よ
う
と
し
て
百
官
を
署
置
し
、
宇
文
覿
の
名
が
中
書
舎

人
と
し
て
勝
手
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
宇
文
覿
も
土
賊
の
一
味
と
し
て

州
獄
に
つ
な
が
れ
て
し
ま
い
、
契
苾
鍔
が
奔
走
し
て
名
誉
回
復
す
る
一
段
が
あ
り
、

当
時
の
世
相
を
窺
わ
せ
る
。「
張
守
一
」「
宇
文
覿
」
は
何
れ
も
鬼
の
報
恩
譚
で
あ
る

が
、
鬼
に
よ
る
救
済
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
う
点
も
共
通
し
て
い
る
。
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多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
家
の
元
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
り
、
外

か
ら
来
た
も
の
で
あ
っ
た
り
、
鬼
の
出
自
も
様
々
で
あ
る
が
、
振
る
舞
い
も
騒
霊
現

象
程
度
か
ら
家
人
の
命
を
奪
う
話
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
食
を
盗
む
、
食
を
求
め
る

と
い
う
要
素
が
見
ら
れ
る
話
や
、
そ
の
家
に
住
む
人
を
助
け
る
鬼
の
話
も
あ
る
。

⑦
冥
事
占
判
譚　

人
の
運
命
（
冥
事
）
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
が
鬼
の

大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
が
、
優
れ
た
道
士
な
ど
は
、
鬼
と
同
じ
よ
う
に
冥
事
の

情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
人
間
が
、
人
の
運
命
に
関
す
る
情
報
を
知

り
、
予
言
し
た
り
運
命
を
操
作
し
た
り
す
る
話
。

本
稿
で
は
「
巻
三
三
六　

鬼
二
十
一
」
か
ら
「
巻
三
四
十　

鬼
二
十
五
」
ま
で
の
全

所
収
話
の
タ
イ
ト
ル
と
概
略
を
掲
げ）

4
（

、そ
れ
ら
を
右
に
掲
げ
た
話
型
一
覧
に
基
づ
き
、

話
型
毎
に
分
類
し
た
上
で
、
説
話
内
容
の
分
析
を
行
う
。

一　

戦
乱
未
だ
止
ま
ず

 

―
巻
三
三
六　

鬼
二
十
一
―
（
唐
粛
宗
・
乾
元
〜
上
元
）

巻
三
三
六
　
鬼
二
十
一

常
夷　

建
康
の
常
夷
は
、
梁
代
の
人
の
鬼
で
あ
る
朱
均
に
交
友
を
求
め
ら
れ
、
朱
均

を
自
宅
に
招
き
、
梁
・
陳
の
世
の
史
書
に
残
っ
て
い
な
い
故
事
を
聞
い
た
。
後
に
病

い
に
罹
る
と
、
司
命
神
よ
り
常
夷
が
冥
界
の
長
史
に
な
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る

と
朱
均
に
言
わ
れ
、
そ
れ
を
承
知
し
て
服
薬
を
止
め
て
卒
し
た
。

張
守
一　

乾
元
年
間
、
公
平
な
裁
判
で
多
く
の
冤
罪
の
者
を
救
っ
た
大
理
少
卿
の
張

守
一
は
、
張
に
息
子
を
救
わ
れ
て
恩
義
に
感
じ
た
鬼
の
助
け
で
、
天
使
を
装
い
、
士

人
の
娘
を
騙
し
て
七
日
間
の
逢
瀬
を
楽
し
ん
だ
。
武
則
天
の
時
代
に
な
っ
て
、
張
は

公
平
な
裁
判
を
行
っ
て
い
た
た
め
に
酷
吏
に
捕
ら
わ
れ
、
嶺
表
に
流
罪
と
な
り
、
生

活
が
窮
迫
し
た
。
鬼
が
く
れ
た
薬
で
、
雑
骨
を
刀
の
柄
な
ど
に
加
工
で
き
る
上
質
の

骨
に
変
え
、
そ
の
稼
ぎ
で
し
の
い
で
い
た
が
、
薬
が
無
く
な
っ
て
卒
し
た
。

鄭
望　

乾
元
年
間
、
鄭
望
は　

旅
の
途
中
、
亡
父
の
旧
友
で
あ
る
王
将
軍
宅
で
歓
待

を
受
け
、
そ
こ
で
蘧
蒢
の
三
娘
の
巧
み
な
歌
を
聞
い
た
。
数
ヶ
月
後
、
再
び
王
将
軍

宅
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
は
、
三
娘
は
夫
に
従
っ
て
都
に
帰
っ
た
と
の
こ
と
で
不
在
で

あ
っ
た
。
翌
日
、
辞
去
し
て
門
を
出
る
と
、
王
将
軍
宅
は
実
は
王
将
軍
の
塚
で
あ
っ

た
。
塚
の
先
に
は
楽
人
の
店
が
あ
り
、
楽
人
の
急
病
で
死
ん
だ
妻
が
塚
の
傍
ら
に
葬

ら
れ
て
い
た
。
遺
体
を
葦
蓆
で
包
ん
だ
の
で
蘧
蒢
の
三
娘
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
十

日
前
に
楽
人
が
遺
体
を
移
し
て
長
安
に
埋
葬
し
て
い
た
。

宇
文
覿　

乾
元
年
間
、
前
任
者
が
次
々
と
死
ん
で
い
る
呉
山
の
県
令
に
任
命
さ
れ
た

韓
徹
を
救
う
た
め
に
、
門
下
の
進
士
で
あ
る
宇
文
覿
と
辛
稷
は
、
原
因
と
見
定
め
た

大
槐
樹
を
伐
ろ
う
と
し
て
、
大
樹
の
中
に
人
骨
や
髪
や
歯
を
発
見
し
、
韓
徹
は
、
そ

の
遺
骨
を
埋
葬
し
直
し
て
や
っ
た
。
遺
骨
は
晋
代
の
戦
死
し
た
将
軍
契
苾
鍔
の
も
の

で
あ
り
、
契
苾
鍔
の
鬼
は
韓
徹
と
宇
文
覿
・
辛
稷
に
感
謝
し
、
特
に
宇
文
覿
は
危
難

に
多
く
遭
う
の
で
、
三
度
、
そ
の
命
を
救
う
約
束
を
し
た
。
た
だ
、
宇
文
覿
に
官
職

を
得
る
運
は
な
い
の
で
、
突
然
官
職
を
得
て
し
ま
っ
た
と
き
は
助
け
ら
れ
な
い
と
も

言
っ
た
。
そ
し
て
、
約
束
通
り
、
そ
の
後
、
契
は
何
度
も
危
難
か
ら
救
っ
て
く
れ
た

が
、
宇
文
覿
は
河
東
節
度
使
の
書
記
へ
の
任
官
を
受
け
て
し
ま
い
、
四
日
後
に
病
死

し
た
。

李
瑩　

寿
昌
の
令
、
趙
郡
の
李
瑩
の
父
方
の
従
姉
妹
の
第
十
三
は
至
徳
の
初
め
に
兄

た
ち
と
呉
に
移
住
し
、
後
に
死
亡
し
た
。
そ
の
兄
で
あ
る
岷
に
は
、
安
史
の
乱
で
自

由
に
往
来
出
来
な
く
な
り
、
呉
に
行
け
な
か
っ
た
妹
も
お
り
、
済
源
の
荘
園
に
一
人

で
住
ん
で
い
た
が
、
上
元
年
間
、
彼
女
の
元
に
、
こ
れ
ま
で
安
禄
山
の
賊
軍
に
攫
わ

れ
て
い
た
と
言
っ
て
妹
の
第
十
三
が
現
れ
、
姉
は
第
十
三
を
近
く
の
張
氏
に
嫁
が
せ

た
。
四
、五
年
し
て
生
ま
れ
た
子
は
賢
か
っ
た
。
ま
た
、
岷
の
家
の
田
地
は
多
く
が
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人
に
占
拠
さ
れ
て
い
た
が
、
訴
訟
を
し
て
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
た
。
永
泰
中
、
国

が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
岷
が
江
東
か
ら
科
挙
受
験
の
た
め
に
上
京
し
、
帰
り
に

済
源
の
荘
園
に
寄
る
と
、
第
十
三
が
死
ん
だ
ば
か
り
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
岷
は
妹

の
第
十
三
は
上
元
年
間
に
既
に
死
ん
で
呉
の
海
鹽
に
葬
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
鬼

魅
で
あ
ろ
う
と
言
い
、
張
家
に
行
く
と
、
遺
体
は
消
え
て
お
り
、
そ
の
衣
類
は
か
つ

て
棺
に
入
れ
た
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
子
も
す
ぐ
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

裴
晠　

河
東
の
裴

は
箏
で
名
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
南
楚
で
客
死
し
た
。
母
と
妹

の
元
に
、
急
に
裴

が
帰
っ
て
き
て
箏
を
弾
き
、
ま
た
妹
に
箏
を
教
え
た
後
、
見
え

な
く
な
っ
た
。

の
遺
体
を
運
ぶ
輿
が
着
い
た
の
は
、
そ
の
す
ぐ
後
で
あ
っ
た
。

李
氏　

長
安
の
来
庭
里
の
婦
人
李
氏
は
、
白
昼
、
夫
の
亡
妹
の
鬼
に
追
わ
れ
て
家
の

外
ま
で
逃
げ
、
北
門
の
兵
卒
が
馬
鞭
で
鬼
を
打
つ
と
、
鬼
は
被
っ
て
い
た
幞
頭
布
だ

け
を
残
し
て
消
え
た
。
幞
頭
布
の
下
に
は
髑
髏
が
あ
っ
た
。

 

「
巻
三
三
六　

鬼
二
十
一
」
は
、
安
禄
山
は
息
子
の
安
慶
緒
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た

も
の
の
、
い
ま
だ
安
史
の
乱
が
収
束
し
な
い
乾
元
か
ら
上
元
の
粛
宗
の
時
代
を
背
景

と
す
る
鬼
話
群
で
あ
り
、
説
話
の
内
容
に
も
時
代
特
有
の
状
況
が
反
映
し
て
い
る
。

冥
婚
譚

「
李
瑩
」
は
安
史
の
乱
に
よ
る
家
族
の
分
断
が
、
す
で
に
鬼
と
な
っ
た
妹
を
そ
う

と
は
知
ら
ず
に
人
間
に
嫁
が
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
時
代
が
落
ち
着
き
、
鬼
で

あ
る
事
が
明
白
に
な
る
と
、
第
十
三
は
人
間
の
社
会
の
中
に
息
子
共
々
居
場
所
を

失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

塚
墓
宿
泊
譚

 

「
鄭
望
」
は
塚
墓
宿
泊
譚
と
し
て
は
典
型
的
な
作
品
で
あ
り
、
塚
に
棲
む
鬼
が
孤

立
し
た
存
在
で
は
無
く
、
近
隣
の
鬼
と
も
交
流
が
あ
る
と
い
う
冥
界
観
を
、
本
話
に

も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。　

変
鬼
帰
還
譚

変
鬼
帰
還
譚
に
は
、
家
族
が
、
帰
っ
て
き
た
者
が
鬼
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

場
合
と
知
ら
な
い
場
合
が
あ
る
が
、「
裴

」
は
後
者
で
あ
る
。
鬼
に
よ
っ
て
生
者
に

楽
曲
が
伝
授
さ
れ
る
話
と
し
て
は
、「
嵇
康
」（「
巻
三
一
七　

鬼
二
」）
の
、
嵇
康
が

鬼
か
ら
琴
曲
「
広
陵
散
」
を
伝
授
さ
れ
る
話
が
有
名
で
あ
る
。

「
李
氏
」
は
、
な
ぜ
妻
が
夫
の
亡
妹
に
追
わ
れ
る
の
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

生
前
の
人
間
関
係
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
遺
骨
に
悪
鬼
が
取
り
憑
い
た
と
解
釈
し

た
い
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
常
夷
」
は
、
常
夷
と
鬼
と
の
交
流
譚
が
、
羅
列
さ
れ
る
梁
・
陳
の
逸
話
の
枠
物

語
に
な
っ
て
お
り
、全
体
が
一
つ
の
小
型
の
説
話
集
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

「
張
守
一
」
は
、
冒
頭
に
「
乾
元
」
と
あ
る
が
、
後
半
が
則
天
武
后
の
時
代
の
話

な
の
で
、
こ
の
元
号
は
誤
り
で
あ
る
。
則
天
武
后
の
酷
吏
政
治
を
皮
肉
る
説
話
で
あ

り
、
年
代
順
に
説
話
を
配
列
す
る
と
い
う
『
太
平
広
記
』
の
配
列
原
則
か
ら
言
え
ば
、

よ
り
前
の
巻
に
収
録
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

凶
宅
鬧
鬼
譚 

「
宇
文
覿
」
は
、
前
半
の
話
型
は
、
特
定
の
場
所
に
縛
ら
れ
て
い
る
鬼
が
怪
事
の

原
因
で
あ
る
と
い
う
、
凶
宅
鬧
鬼
譚
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
後
半
に
は
、
岐

州
の
土
賊
が
皇
帝
を
僭
称
し
よ
う
と
し
て
百
官
を
署
置
し
、
宇
文
覿
の
名
が
中
書
舎

人
と
し
て
勝
手
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
宇
文
覿
も
土
賊
の
一
味
と
し
て

州
獄
に
つ
な
が
れ
て
し
ま
い
、
契
苾
鍔
が
奔
走
し
て
名
誉
回
復
す
る
一
段
が
あ
り
、

当
時
の
世
相
を
窺
わ
せ
る
。「
張
守
一
」「
宇
文
覿
」
は
何
れ
も
鬼
の
報
恩
譚
で
あ
る

が
、
鬼
に
よ
る
救
済
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
う
点
も
共
通
し
て
い
る
。
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袋
を
与
え
、
妻
に
随
っ
て
来
る
よ
う
命
じ
、
先
妻
の
項
氏
の
生
ん
だ
子
ら
に
は
、
地

下
で
は
項
氏
と
は
会
っ
て
い
な
い
こ
と
を
告
げ
、
自
分
を
項
氏
で
は
な
く
竇
氏
と
合

葬
す
る
よ
う
命
じ
た
。
後
日
、
迎
え
の
車
騎
の
訪
れ
が
四
人
の
婢
の
み
に
見
え
、
婢

ら
は
竇
氏
の
支
度
を
し
、
家
人
に
別
れ
を
告
げ
る
と
倒
れ
て
死
ん
だ
。

張
勍　

代
宗
の
時
代
、
河
朔
は
冦
賊
が
跋
扈
し
、
未
だ
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
恒

陽
の
張
勍
は
旅
の
途
中
で
襲
わ
れ
、
自
ら
も
衆
を
従
え
旅
人
を
殺
害
す
る
賊
と
な
っ

た
が
、
恒
陽
の
人
は
襲
わ
な
い
と
い
う
誓
い
を
立
て
て
い
た
。
あ
る
夜
半
、
張
勍
が

千
人
を
率
い
て
月
明
り
の
林
で
休
ん
で
い
る
と
、百
人
余
り
の
花
嫁
行
列
と
遭
遇
し
、

争
い
に
な
っ
た
が
、
相
手
は
恒
陽
の
王
の
娘
を
妻
と
し
て
迎
え
る
幽
地
の
王
で
あ
っ

た
。
戦
っ
て
も
傷
つ
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
鬼
の
軍
に
恐
れ
を
な
し
た
張
勍
は
降
伏

し
、
幽
地
の
王
は
張
勍
に
、
史
思
明
に
仕
え
る
こ
と
を
勧
め
、
兵
法
書
を
授
け
た
。

兵
法
を
身
に
つ
け
た
張
勍
は
史
思
明
の
将
と
な
り
、
数
年
後
に
死
ん
だ
。

牛
爽　

永
泰
中
、
牛
爽
は
盧
州
の
別
駕
と
な
り
、
任
地
に
赴
く
途
中
、
乳
母
が
驢
の

鐙
で
擦
り
傷
を
作
っ
た
。
一
年
後
に
、
乳
母
の
傷
口
か
ら
数
匹
の
蝉
が
飛
び
出
し
て

庭
樹
に
集
ま
る
怪
異
が
起
き
、
竈
神
が
祀
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と

巫
女
が
言
っ
た
が
、
牛
爽
は
こ
れ
を
信
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
一
年
余
り
は
何
事

も
無
か
っ
た
が
、
夏
の
夜
、
寝
台
に
屍
が
伏
し
て
い
る
怪
異
が
起
き
、
こ
れ
を
宝
剣

で
撃
つ
と
、
閨
房
で
寝
て
い
た
長
女
が
腰
を
断
た
れ
て
死
ん
で
い
た
。
半
年
後
に
も

同
様
の
こ
と
が
起
き
、
今
度
は
次
女
が
死
ん
だ
。
家
中
の
者
は
恐
れ
、
周
囲
の
人
か

ら
は
鬼
神
と
争
わ
ず
に
転
居
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
が
牛
爽
は
従
わ
ず
、
翌
年
に

は
末
娘
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
親
し
い
友
人
が
強
い
て
引
っ
越
さ
せ
た
が
、
牛
爽
は

病
死
し
、
屋
敷
は
廃
屋
と
な
っ
た
。
後
に
、
牛
爽
と
親
し
か
っ
た
華
山
の
道
士
褚
乗

霞
が
、
こ
の
屋
敷
を
調
査
し
、
取
り
憑
い
て
い
た
卓
女
郎
と
い
う
二
十
歳
程
の
鬼
を

調
伏
し
た
。
卓
女
郎
は
褚
乗
霞
に
、
牛
爽
父
娘
の
死
は
、
徳
を
修
め
ず
誣
告
や
詐
欺

を
し
た
た
め
命
数
が
尽
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
で
、
自
ら
の
咎
で
は
な
い
と

二　

安
史
の
乱
の
終
焉
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韋
璜　

潞
城
の
県
令
周
混
の
妻
の
韋
璜
は
乾
元
中
に
卒
し
た
が
、
生
前
の
義
妹
と
の

約
束
に
よ
り
、
死
後
に
家
族
に
対
し
て
霊
語
を
な
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
閻
魔
王
の

側
近
く
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
泰
山
府
君
の
娘
の
嫁
入
り
の
準
備
を
手
伝

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
婢
を
借
り
た
い
と
い
う
申
し
出
等
で
、
実
際
に
紅
染
の
た
め

に
借
り
出
さ
れ
た
婢
は
仮
死
状
態
に
な
り
、蘇
生
し
た
時
に
手
が
紅
色
に
変
わ
っ
た
。

ま
た
、
姉
や
夫
に
自
作
の
詩
を
送
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

薛
万
石　

薛
万
石
は
、
広
徳
の
初
め
に
浙
東
観
察
の
薛
兼
訓
に
よ
っ
て
永
嘉
令
に
任

命
さ
れ
た
が
、
数
ヶ
月
後
、
急
死
し
て
し
ま
っ
た
。
殯
が
終
わ
る
と
万
石
は
棺
の
中

か
ら
録
事
ら
を
呼
び
、
彼
の
妻
子
の
た
め
に
米
を
提
供
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
ま
た

二
人
の
娘
の
た
め
に
婿
を
探
し
て
来
た
り
も
し
た
。
家
族
が
故
郷
に
帰
る
に
当
た
っ

て
は
、
山
賊
の
禍
に
遭
わ
ぬ
よ
う
速
や
か
に
出
発
す
る
よ
う
勧
め
、
そ
の
後
も
香
を

焚
い
て
相
談
す
れ
ば
、
必
ず
現
れ
て
答
え
て
く
れ
た
。

范
俶　

広
徳
の
初
め
に
蘇
州
で
酒
場
を
開
い
て
い
た
范
俶
は
、
日
暮
れ
に
門
前
を
過

ぎ
っ
た
美
女
を
誘
い
、
一
夜
を
共
に
し
た
。
翌
日
の
夜
明
け
、
去
り
際
に
女
は
櫛
を

失
っ
た
と
言
い
、
探
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
范
俶
の
臂
を
嚙
ん
で
去
っ
た
。
明
る
く

な
っ
て
か
ら
范
俶
は
床
前
に
紙
の
櫛
を
見
つ
け
、
女
を
う
と
ま
し
く
思
っ
た
。
ま
も

な
く
身
体
が
痛
み
出
し
、
赤
く
腫
れ
て
、
六
、七
日
し
て
死
亡
し
た
。

李
澣　

河
中
の
少
尹
の
李
澣
は
、先
妻
の
項
氏
が
卒
し
た
後
に
竇
滔
の
娘
と
再
婚
し
、

広
徳
二
年
に
死
ん
だ
が
、
初
七
日
に
家
族
の
前
に
現
れ
、
妻
の
竇
氏
に
余
命
が
二
年

ほ
ど
で
あ
る
事
を
告
げ
、
す
ぐ
に
冥
途
に
来
て
共
に
楽
し
く
暮
ら
す
よ
う
勧
め
た
。

妻
は
答
え
な
か
っ
た
が
、
李
澣
は
妻
に
仕
え
て
い
る
四
人
の
婢
に
妻
の
服
で
作
っ
た
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語
っ
た
。
褚
乗
霞
は
堂
の
地
下
に
あ
っ
た
卓
女
郎
の
塚
を
発
掘
し
、
別
の
場
所
に
移

さ
せ
、
そ
れ
よ
り
屋
敷
で
怪
事
が
起
き
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

李
咸　

永
泰
中
、
太
原
の
王
容
は
、
従
兄
弟
の
李
咸
と
鄧
州
の
駅
庁
に
宿
泊
し
、
夜

中
に
李
咸
が
駅
吏
の
妻
ら
し
き
美
女
と
逢
い
引
き
を
し
て
、
そ
の
後
、
手
紙
を
書
い

た
り
し
て
い
る
の
を
見
た
。
李
咸
と
女
が
部
屋
に
入
っ
た
の
で
、
驚
か
そ
う
と
し
て

王
容
も
入
っ
て
い
く
と
、
女
は
顔
の
長
さ
が
三
尺
も
あ
り
、
首
を
絞
め
て
李
咸
を
殺

そ
う
と
し
て
い
た
。
枕
を
投
げ
つ
け
る
と
、
女
は
逃
げ
て
厨
房
に
入
り
、
顔
は
屋
根

の
梁
に
届
く
ほ
ど
長
く
な
り
、
や
が
て
消
え
た
。
李
咸
は
夜
が
明
け
て
か
ら
蘇
生
し

た
が
、
美
人
に
誘
わ
れ
た
夢
を
見
た
と
言
う
の
み
で
、
自
分
が
家
族
へ
の
置
き
手
紙

を
書
い
た
こ
と
も
覚
え
て
い
な
か
っ
た
。
駅
の
古
吏
の
話
で
は
、
昔
か
ら
厠
に
神
が

い
て
、
先
天
年
間
に
も
か
つ
て
宿
泊
し
た
役
人
を
殺
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

李
晝　

永
泰
二
年
春
、
許
州
の
吏
の
李
晝
は
、
清
明
節
に
、
莊
園
の
あ
る
扶
溝
に
帰

り
、
夜
、
路
傍
の
塚
の
上
で
、
五
人
の
娘
が
燭
台
の
元
で
針
仕
事
を
し
て
い
る
の
を

見
た
。
李
晝
が
叱
す
る
と
皆
消
え
た
が
、
五
つ
の
松
明
の
火
に
追
わ
れ
て
李
晝
は
馬

で
逃
げ
、
犬
が
や
っ
て
き
て
、
よ
う
や
く
火
は
滅
し
た
。
馬
の
尾
は
焼
き
尽
く
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
よ
り
こ
の
塚
を
五
女
塚
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

元
載　

大
暦
九
年
春
、
中
書
侍
郎
平
章
事
の
元
載
は
、
出
勤
の
途
次
、
文
章
を
献
じ

よ
う
と
す
る
者
と
出
会
っ
た
。
元
載
が
中
書
省
に
着
い
て
か
ら
読
む
と
答
え
る
と
、

そ
の
場
で
自
ら
誦
す
る
こ
と
を
求
め
、
住
む
人
の
な
く
な
り
荒
廃
し
た
屋
敷
の
詩
を

誦
し
て
消
え
た
。
元
載
は
後
に
破
滅
し
、
妻
子
も
殺
さ
れ
た
。

蕭
審　

工
部
尚
書
蕭
旻
の
子
の
蕭
審
は
、
貪
欲
か
つ
暴
戻
で
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
永

泰
年
間
に
長
洲
令
と
な
り
、
三
年
に
わ
た
り
賄
賂
を
貪
っ
た
が
、
永
泰
四
年
五
月
、

紫
衣
の
騎
士
三
十
騎
余
り
が
屋
敷
に
入
り
、
蕭
審
を
捉
え
て
連
れ
出
し
、
突
然
消
え

る
と
い
う
怪
事
が
あ
り
、
屋
内
に
は
蕭
審
の
遺
体
が
あ
っ
た
。
死
後
、
蕭
審
は
弟
や

婢
に
憑
い
て
霊
語
を
為
し
、
商
売
の
元
手
の
米
と
絹
を
蕭
審
が
出
資
し
た
胡
人
が
逃

げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
捉
え
さ
せ
、
米
は
自
分
で
買
っ
た
が
、
絹
は
法
を
曲
げ
て

手
に
入
れ
た
も
の
な
の
で
喜
捨
す
る
よ
う
に
命
じ
、
弟
は
そ
の
通
り
に
し
た
。

「
巻
三
三
七　

鬼
二
十
二
」
は
、
粛
宗
か
ら
代
宗
へ
と
代
が
替
わ
り
、
安
史
の
乱

が
漸
く
収
束
す
る
時
代
の
説
話
を
収
録
し
て
い
る
。
特
に
「
張
勍
」
は
、
鬼
話
の
視

点
か
ら
安
史
の
乱
を
総
括
す
る
説
話
と
な
っ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

冥
婚
譚

「
范
俶
」
に
お
い
て
、
范
俶
が
紙
の
櫛
を
見
つ
け
て
女
を
嫌
悪
し
た
の
は
、
そ
れ

が
紙
銭
な
ど
と
同
様
、
死
者
の
副
葬
品
で
あ
り
、
女
が
鬼
で
あ
る
と
分
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
よ
り
殺
意
の
明
確
な
鬼
を
描
く
次
巻
の
「
王
垂
」
と
、
本
話
に
は
幾
つ
か

の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
の
で
、
女
は
、
男
の
色
欲
を
刺
激
し
て
誘
い
、
取
り
殺
す
悪

鬼
の
類
と
考
え
ら
れ
る
。

変
鬼
帰
還
譚

「
韋
璜
」
は
仏
教
的
冥
界
観
に
基
づ
く
閻
羅
王
や
鑊
湯
剣
樹
と
、
娘
の
嫁
入
り
支

度
を
す
る
泰
山
府
君
と
い
う
通
俗
的
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
が
混
在
し
て
い
る

点
が
注
目
さ
れ
る
。

「
薛
万
石
」
は
、
県
令
が
死
後
に
部
下
た
ち
に
遺
族
へ
の
援
助
を
要
求
す
る
な
ど
、

家
族
の
た
め
に
鬼
の
力
を
使
う
説
話
で
あ
り
、「
李
霸
」（「
巻
三
三
一　

鬼
十
六
」）

と
同
工
異
曲
の
作
品
で
あ
る
。

「
李
澣
」「
蕭
審
」
は
、
死
者
が
我
欲
で
遺
族
ら
を
使
役
す
る
話
で
あ
る
。
蕭
審

が
胡
商
を
捕
ま
え
さ
せ
た
の
は
、
裏
切
ら
れ
た
怒
り
と
、
贓
物
を
喜
捨
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
ら
へ
の
死
後
の
罰
を
軽
減
さ
せ
る
為
で
あ
ろ
う
。「
李
令
問
」（「
巻
第

三
三
〇　

鬼
十
五
」）
に
も
、
武
装
し
た
鬼
の
集
団
が
家
に
押
し
入
っ
て
悪
人
を
連

れ
去
る
、
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
見
ら
れ
る
。
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袋
を
与
え
、
妻
に
随
っ
て
来
る
よ
う
命
じ
、
先
妻
の
項
氏
の
生
ん
だ
子
ら
に
は
、
地

下
で
は
項
氏
と
は
会
っ
て
い
な
い
こ
と
を
告
げ
、
自
分
を
項
氏
で
は
な
く
竇
氏
と
合

葬
す
る
よ
う
命
じ
た
。
後
日
、
迎
え
の
車
騎
の
訪
れ
が
四
人
の
婢
の
み
に
見
え
、
婢

ら
は
竇
氏
の
支
度
を
し
、
家
人
に
別
れ
を
告
げ
る
と
倒
れ
て
死
ん
だ
。

張
勍　

代
宗
の
時
代
、
河
朔
は
冦
賊
が
跋
扈
し
、
未
だ
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
恒

陽
の
張
勍
は
旅
の
途
中
で
襲
わ
れ
、
自
ら
も
衆
を
従
え
旅
人
を
殺
害
す
る
賊
と
な
っ

た
が
、
恒
陽
の
人
は
襲
わ
な
い
と
い
う
誓
い
を
立
て
て
い
た
。
あ
る
夜
半
、
張
勍
が

千
人
を
率
い
て
月
明
り
の
林
で
休
ん
で
い
る
と
、百
人
余
り
の
花
嫁
行
列
と
遭
遇
し
、

争
い
に
な
っ
た
が
、
相
手
は
恒
陽
の
王
の
娘
を
妻
と
し
て
迎
え
る
幽
地
の
王
で
あ
っ

た
。
戦
っ
て
も
傷
つ
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
鬼
の
軍
に
恐
れ
を
な
し
た
張
勍
は
降
伏

し
、
幽
地
の
王
は
張
勍
に
、
史
思
明
に
仕
え
る
こ
と
を
勧
め
、
兵
法
書
を
授
け
た
。

兵
法
を
身
に
つ
け
た
張
勍
は
史
思
明
の
将
と
な
り
、
数
年
後
に
死
ん
だ
。

牛
爽　

永
泰
中
、
牛
爽
は
盧
州
の
別
駕
と
な
り
、
任
地
に
赴
く
途
中
、
乳
母
が
驢
の

鐙
で
擦
り
傷
を
作
っ
た
。
一
年
後
に
、
乳
母
の
傷
口
か
ら
数
匹
の
蝉
が
飛
び
出
し
て

庭
樹
に
集
ま
る
怪
異
が
起
き
、
竈
神
が
祀
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と

巫
女
が
言
っ
た
が
、
牛
爽
は
こ
れ
を
信
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
一
年
余
り
は
何
事

も
無
か
っ
た
が
、
夏
の
夜
、
寝
台
に
屍
が
伏
し
て
い
る
怪
異
が
起
き
、
こ
れ
を
宝
剣

で
撃
つ
と
、
閨
房
で
寝
て
い
た
長
女
が
腰
を
断
た
れ
て
死
ん
で
い
た
。
半
年
後
に
も

同
様
の
こ
と
が
起
き
、
今
度
は
次
女
が
死
ん
だ
。
家
中
の
者
は
恐
れ
、
周
囲
の
人
か

ら
は
鬼
神
と
争
わ
ず
に
転
居
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
が
牛
爽
は
従
わ
ず
、
翌
年
に

は
末
娘
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
親
し
い
友
人
が
強
い
て
引
っ
越
さ
せ
た
が
、
牛
爽
は

病
死
し
、
屋
敷
は
廃
屋
と
な
っ
た
。
後
に
、
牛
爽
と
親
し
か
っ
た
華
山
の
道
士
褚
乗

霞
が
、
こ
の
屋
敷
を
調
査
し
、
取
り
憑
い
て
い
た
卓
女
郎
と
い
う
二
十
歳
程
の
鬼
を

調
伏
し
た
。
卓
女
郎
は
褚
乗
霞
に
、
牛
爽
父
娘
の
死
は
、
徳
を
修
め
ず
誣
告
や
詐
欺

を
し
た
た
め
命
数
が
尽
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
で
、
自
ら
の
咎
で
は
な
い
と

二　

安
史
の
乱
の
終
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潞
城
の
県
令
周
混
の
妻
の
韋
璜
は
乾
元
中
に
卒
し
た
が
、
生
前
の
義
妹
と
の

約
束
に
よ
り
、
死
後
に
家
族
に
対
し
て
霊
語
を
な
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
閻
魔
王
の

側
近
く
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
泰
山
府
君
の
娘
の
嫁
入
り
の
準
備
を
手
伝

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
婢
を
借
り
た
い
と
い
う
申
し
出
等
で
、
実
際
に
紅
染
の
た
め

に
借
り
出
さ
れ
た
婢
は
仮
死
状
態
に
な
り
、蘇
生
し
た
時
に
手
が
紅
色
に
変
わ
っ
た
。

ま
た
、
姉
や
夫
に
自
作
の
詩
を
送
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

薛
万
石　

薛
万
石
は
、
広
徳
の
初
め
に
浙
東
観
察
の
薛
兼
訓
に
よ
っ
て
永
嘉
令
に
任

命
さ
れ
た
が
、
数
ヶ
月
後
、
急
死
し
て
し
ま
っ
た
。
殯
が
終
わ
る
と
万
石
は
棺
の
中

か
ら
録
事
ら
を
呼
び
、
彼
の
妻
子
の
た
め
に
米
を
提
供
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
ま
た

二
人
の
娘
の
た
め
に
婿
を
探
し
て
来
た
り
も
し
た
。
家
族
が
故
郷
に
帰
る
に
当
た
っ

て
は
、
山
賊
の
禍
に
遭
わ
ぬ
よ
う
速
や
か
に
出
発
す
る
よ
う
勧
め
、
そ
の
後
も
香
を

焚
い
て
相
談
す
れ
ば
、
必
ず
現
れ
て
答
え
て
く
れ
た
。

范
俶　

広
徳
の
初
め
に
蘇
州
で
酒
場
を
開
い
て
い
た
范
俶
は
、
日
暮
れ
に
門
前
を
過

ぎ
っ
た
美
女
を
誘
い
、
一
夜
を
共
に
し
た
。
翌
日
の
夜
明
け
、
去
り
際
に
女
は
櫛
を

失
っ
た
と
言
い
、
探
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
范
俶
の
臂
を
嚙
ん
で
去
っ
た
。
明
る
く

な
っ
て
か
ら
范
俶
は
床
前
に
紙
の
櫛
を
見
つ
け
、
女
を
う
と
ま
し
く
思
っ
た
。
ま
も

な
く
身
体
が
痛
み
出
し
、
赤
く
腫
れ
て
、
六
、七
日
し
て
死
亡
し
た
。

李
澣　

河
中
の
少
尹
の
李
澣
は
、先
妻
の
項
氏
が
卒
し
た
後
に
竇
滔
の
娘
と
再
婚
し
、

広
徳
二
年
に
死
ん
だ
が
、
初
七
日
に
家
族
の
前
に
現
れ
、
妻
の
竇
氏
に
余
命
が
二
年

ほ
ど
で
あ
る
事
を
告
げ
、
す
ぐ
に
冥
途
に
来
て
共
に
楽
し
く
暮
ら
す
よ
う
勧
め
た
。

妻
は
答
え
な
か
っ
た
が
、
李
澣
は
妻
に
仕
え
て
い
る
四
人
の
婢
に
妻
の
服
で
作
っ
た
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語
っ
た
。
褚
乗
霞
は
堂
の
地
下
に
あ
っ
た
卓
女
郎
の
塚
を
発
掘
し
、
別
の
場
所
に
移

さ
せ
、
そ
れ
よ
り
屋
敷
で
怪
事
が
起
き
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

李
咸　
永
泰
中
、
太
原
の
王
容
は
、
従
兄
弟
の
李
咸
と
鄧
州
の
駅
庁
に
宿
泊
し
、
夜

中
に
李
咸
が
駅
吏
の
妻
ら
し
き
美
女
と
逢
い
引
き
を
し
て
、
そ
の
後
、
手
紙
を
書
い

た
り
し
て
い
る
の
を
見
た
。
李
咸
と
女
が
部
屋
に
入
っ
た
の
で
、
驚
か
そ
う
と
し
て

王
容
も
入
っ
て
い
く
と
、
女
は
顔
の
長
さ
が
三
尺
も
あ
り
、
首
を
絞
め
て
李
咸
を
殺

そ
う
と
し
て
い
た
。
枕
を
投
げ
つ
け
る
と
、
女
は
逃
げ
て
厨
房
に
入
り
、
顔
は
屋
根

の
梁
に
届
く
ほ
ど
長
く
な
り
、
や
が
て
消
え
た
。
李
咸
は
夜
が
明
け
て
か
ら
蘇
生
し

た
が
、
美
人
に
誘
わ
れ
た
夢
を
見
た
と
言
う
の
み
で
、
自
分
が
家
族
へ
の
置
き
手
紙

を
書
い
た
こ
と
も
覚
え
て
い
な
か
っ
た
。
駅
の
古
吏
の
話
で
は
、
昔
か
ら
厠
に
神
が

い
て
、
先
天
年
間
に
も
か
つ
て
宿
泊
し
た
役
人
を
殺
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

李
晝　

永
泰
二
年
春
、
許
州
の
吏
の
李
晝
は
、
清
明
節
に
、
莊
園
の
あ
る
扶
溝
に
帰

り
、
夜
、
路
傍
の
塚
の
上
で
、
五
人
の
娘
が
燭
台
の
元
で
針
仕
事
を
し
て
い
る
の
を

見
た
。
李
晝
が
叱
す
る
と
皆
消
え
た
が
、
五
つ
の
松
明
の
火
に
追
わ
れ
て
李
晝
は
馬

で
逃
げ
、
犬
が
や
っ
て
き
て
、
よ
う
や
く
火
は
滅
し
た
。
馬
の
尾
は
焼
き
尽
く
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
よ
り
こ
の
塚
を
五
女
塚
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

元
載　

大
暦
九
年
春
、
中
書
侍
郎
平
章
事
の
元
載
は
、
出
勤
の
途
次
、
文
章
を
献
じ

よ
う
と
す
る
者
と
出
会
っ
た
。
元
載
が
中
書
省
に
着
い
て
か
ら
読
む
と
答
え
る
と
、

そ
の
場
で
自
ら
誦
す
る
こ
と
を
求
め
、
住
む
人
の
な
く
な
り
荒
廃
し
た
屋
敷
の
詩
を

誦
し
て
消
え
た
。
元
載
は
後
に
破
滅
し
、
妻
子
も
殺
さ
れ
た
。

蕭
審　

工
部
尚
書
蕭
旻
の
子
の
蕭
審
は
、
貪
欲
か
つ
暴
戻
で
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
永

泰
年
間
に
長
洲
令
と
な
り
、
三
年
に
わ
た
り
賄
賂
を
貪
っ
た
が
、
永
泰
四
年
五
月
、

紫
衣
の
騎
士
三
十
騎
余
り
が
屋
敷
に
入
り
、
蕭
審
を
捉
え
て
連
れ
出
し
、
突
然
消
え

る
と
い
う
怪
事
が
あ
り
、
屋
内
に
は
蕭
審
の
遺
体
が
あ
っ
た
。
死
後
、
蕭
審
は
弟
や

婢
に
憑
い
て
霊
語
を
為
し
、
商
売
の
元
手
の
米
と
絹
を
蕭
審
が
出
資
し
た
胡
人
が
逃

げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
捉
え
さ
せ
、
米
は
自
分
で
買
っ
た
が
、
絹
は
法
を
曲
げ
て

手
に
入
れ
た
も
の
な
の
で
喜
捨
す
る
よ
う
に
命
じ
、
弟
は
そ
の
通
り
に
し
た
。

「
巻
三
三
七　

鬼
二
十
二
」
は
、
粛
宗
か
ら
代
宗
へ
と
代
が
替
わ
り
、
安
史
の
乱

が
漸
く
収
束
す
る
時
代
の
説
話
を
収
録
し
て
い
る
。
特
に
「
張
勍
」
は
、
鬼
話
の
視

点
か
ら
安
史
の
乱
を
総
括
す
る
説
話
と
な
っ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

冥
婚
譚

「
范
俶
」
に
お
い
て
、
范
俶
が
紙
の
櫛
を
見
つ
け
て
女
を
嫌
悪
し
た
の
は
、
そ
れ

が
紙
銭
な
ど
と
同
様
、
死
者
の
副
葬
品
で
あ
り
、
女
が
鬼
で
あ
る
と
分
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
よ
り
殺
意
の
明
確
な
鬼
を
描
く
次
巻
の
「
王
垂
」
と
、
本
話
に
は
幾
つ
か

の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
の
で
、
女
は
、
男
の
色
欲
を
刺
激
し
て
誘
い
、
取
り
殺
す
悪

鬼
の
類
と
考
え
ら
れ
る
。

変
鬼
帰
還
譚

「
韋
璜
」
は
仏
教
的
冥
界
観
に
基
づ
く
閻
羅
王
や
鑊
湯
剣
樹
と
、
娘
の
嫁
入
り
支

度
を
す
る
泰
山
府
君
と
い
う
通
俗
的
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
が
混
在
し
て
い
る

点
が
注
目
さ
れ
る
。

「
薛
万
石
」
は
、
県
令
が
死
後
に
部
下
た
ち
に
遺
族
へ
の
援
助
を
要
求
す
る
な
ど
、

家
族
の
た
め
に
鬼
の
力
を
使
う
説
話
で
あ
り
、「
李
霸
」（「
巻
三
三
一　

鬼
十
六
」）

と
同
工
異
曲
の
作
品
で
あ
る
。

「
李
澣
」「
蕭
審
」
は
、
死
者
が
我
欲
で
遺
族
ら
を
使
役
す
る
話
で
あ
る
。
蕭
審

が
胡
商
を
捕
ま
え
さ
せ
た
の
は
、
裏
切
ら
れ
た
怒
り
と
、
贓
物
を
喜
捨
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
ら
へ
の
死
後
の
罰
を
軽
減
さ
せ
る
為
で
あ
ろ
う
。「
李
令
問
」（「
巻
第

三
三
〇　
鬼
十
五
」）
に
も
、
武
装
し
た
鬼
の
集
団
が
家
に
押
し
入
っ
て
悪
人
を
連

れ
去
る
、
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
見
ら
れ
る
。
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鬼
神
遭
遇
譚

「
張
勍
」
は
、
安
史
の
乱
の
時
代
に
良
民
が
叛
賊
化
す
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
提
示

す
る
と
と
も
に
、
史
思
明
軍
の
将
軍
と
な
っ
た
張
勍
の
死
に
よ
っ
て
安
史
の
乱
の
終

焉
を
暗
示
す
る
説
話
で
も
あ
る
。
幽
地
の
王
は
、
愚
か
な
張
勍
に
あ
え
て
破
滅
の
道

を
歩
ま
せ
よ
う
と
し
て
兵
書
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

幽
地
の
王
は
、
欲
に
ま
み
れ
た
人
々
を
狂
躁
的
に
戦
争
に
自
ら
飛
び
込
ま
せ
る
デ

モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
な
パ
ワ
ー
の
象
徴
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
人
と
鬼
の
軍
隊
同
士
で

の
戦
を
描
写
し
て
い
る
点
も
本
話
の
特
徴
的
な
要
素
で
あ
る
。　

「
李
晝
」
は
祖
霊
を
祀
る
清
明
節
の
出
来
事
で
あ
る
点
か
ら
、
五
女
は
祭
祀
を
要

求
し
て
出
現
し
た
鬼
と
考
え
ら
れ
る
。

元
載
は
大
暦
五
年
（
７
７
０
）
に
、
時
の
権
力
者
で
あ
っ
た
宦
官
の
魚
朝
恩
を
、

代
宗
と
謀
っ
て
誅
殺
し
、
自
ら
が
権
力
を
握
っ
た
が
、
そ
の
専
横
を
代
宗
に
憎
ま
れ
、

大
暦
十
二
年
（
７
７
７
）
に
逮
捕
、
処
刑
さ
れ
て
い
る
。「
元
載
」
は
、
こ
の
史
実
を

前
提
と
す
る
説
話
で
あ
る

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
牛
爽
」
に
は
、
牛
爽
と
娘
た
ち
の
死
は
、
鬼
の
積
極
的
な
意
志
で
は
な
く
、
牛

爽
が
徳
を
積
ま
な
か
っ
た
た
め
命
数
が
尽
き
た
と
す
る
、
因
果
応
報
論
的
運
命
観
が

見
ら
れ
る
。

「
李
咸
」
の
鬼
は
、「
婦
人
白
面
長
三
尺
余
」「
据
牀
坐
、
頭
及
屋
梁
」
な
ど
の
顔
の

異
様
な
長
さ
を
表
す
描
写
や
、
首
を
絞
め
て
人
を
殺
そ
う
と
す
る
点
な
ど
か
ら
、
縊

死
し
た
者
の
鬼
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
范
俶
」
の
鬼
と
同
じ
く
、
男
を
誘
惑
し
て

死
に
至
ら
し
め
る
悪
鬼
で
あ
る
。

三　

か
り
そ
め
の
平
和

 

―
巻
三
三
八　

鬼
二
十
三
―
（
唐
代
宗
・
大
暦
年
間
）　

巻
三
三
一
　
鬼
二
十
三

盧
仲
海　

大
暦
四
年
、
處
士
の
盧
仲
海
が
叔
父
の
盧
仲
纉
と
吳
に
旅
を
し
た
際
、
夜

半
、
仲
纉
が
急
死
し
、
盧
仲
海
が
何
度
も
名
を
呼
ん
で
蘇
生
さ
せ
た
。
仲
纉
は
「
死

ん
で
い
た
間
、
尹
と
い
う
郎
中
令
の
屋
敷
で
宴
席
に
連
な
っ
て
い
た
が
、
名
を
呼
ば

れ
て
い
る
の
が
聞
こ
え
た
の
で
生
き
返
る
こ
と
が
出
来
た
」
と
語
っ
た
。
し
か
し
、

す
ぐ
に
仲
纉
は
尹
の
と
こ
ろ
に
引
き
戻
さ
れ
、
仲
海
が
再
び
名
を
喚
ん
で
明
け
方
に

蘇
り
、「
ま
た
酒
を
飲
み
、
さ
ら
に
職
も
授
か
り
そ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
何
度
も

頼
ん
で
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
た
」と
述
べ
た
。「
鬼
神
は
疆
を
越
え
ず
」と
い
う
の
で
、

二
人
は
船
で
、
そ
の
地
を
急
ぎ
離
れ
た
。

王
垂　

大
暦
の
初
め
、
太
原
の
王
垂
と
范
陽
の
盧
収
は
、
舟
旅
の
途
中
、
夫
に
会
い

に
行
く
女
を
同
乗
さ
せ
て
や
っ
た
。
夜
に
な
っ
て
王
垂
は
女
と
深
い
仲
に
な
り
、
盧

収
は
女
の
持
ち
込
ん
だ
袋
の
中
が
髑
髏
に
満
ち
て
い
た
の
で
、
女
が
鬼
で
あ
る
と

知
っ
た
。
翌
朝
、
女
が
下
船
し
た
隙
に
二
人
は
船
を
出
し
て
逃
げ
た
が
、
夜
に
女
は

船
を
見
つ
け
て
入
っ
て
来
て
王
垂
に
噛
み
つ
い
た
。女
は
顔
の
四
面
に
目
が
あ
っ
た
。

二
人
は
叫
び
、
周
り
の
船
が
助
け
て
く
れ
た
の
で
女
は
消
え
た
。
翌
朝
、
紙
の
櫛
が

席
に
あ
っ
た
。
王
垂
は
数
ヶ
月
し
て
死
ん
だ
。

武
丘
寺　

大
暦
の
初
め
、
蘇
州
の
武
丘
寺
で
、
夜
に
二
人
の
白
衣
の
者
が
楼
に
上
っ

た
ま
ま
降
り
て
こ
な
い
の
で
、
翌
日
、
寺
僧
が
探
し
に
行
く
と
、
楼
上
に
鬼
が
書
い

た
三
首
の
韻
文
が
あ
っ
た
。
武
丘
寺
の
莊
園
に
は
墓
林
が
あ
り
、
古
い
塚
が
累
々
と

し
て
い
る
。
鬼
の
書
い
た
文
は
今
も
残
っ
て
い
る
。

李
公
佐　

大
暦
中
、
李
公
佐
が
廬
州
に
い
た
時
、
書
吏
の
王
庾
と
い
う
者
が
、
夜
、

郭
外
で
紫
衣
の
高
官
の
行
列
を
見
た
。
行
列
の
御
者
が
車
を
牽
く
綱
が
切
れ
た
こ
と

（41）
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を
報
告
す
る
と
、
紫
衣
の
人
は
名
簿
を
調
べ
さ
せ
て
、
廬
州
某
里
の
張
道
の
妻
の
背

中
の
筋
を
取
っ
て
修
理
す
る
よ
う
命
じ
た
。
張
道
の
妻
と
は
、
王
庾
の
叔
母
で
あ
っ

た
。
し
ば
ら
く
し
て
役
人
が
二
本
の
白
い
物
を
持
っ
て
き
て
車
を
修
理
し
、
行
列
は

去
っ
て
行
っ
た
。
王
庾
が
叔
母
の
家
に
行
く
と
、
叔
母
は
変
わ
っ
た
様
子
は
な
か
っ

た
が
、
翌
日
に
な
る
と
背
痛
を
患
い
、
半
日
で
死
ん
だ
。

竇
裕　

大
暦
中
、
進
士
の
竇
裕
は
成
都
に
行
く
途
中
、
洋
州
で
急
死
し
た
。
友
人
で

あ
っ
た
淮
陰
令
の
沈
生
は
、
竇
裕
か
ら
の
音
信
が
途
絶
え
た
所
以
を
知
ら
ぬ
ま
ま
、

金
堂
令
と
な
り
、
赴
任
の
途
次
、
洋
州
の
館
舘
で
、
竇
裕
に
似
た
白
衣
の
男
が
悲
し

そ
う
に
詩
を
吟
じ
て
い
る
の
を
見
て
、
竇
裕
が
鬼
と
な
っ
た
か
と
嘆
じ
た
。
翌
日
、

路
で
殯
を
行
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
尋
ね
る
と
、
ま
さ
に
竇
裕
の
殯
で
あ
っ
た
。　

商
順　

丹
陽
の
商
順
は
呉
郡
の
張
昶
の
娘
を
妻
と
し
て
い
た
。
京
兆
少
尹
で
あ
っ
た

張
昶
は
、
卒
し
て
滻
水
の
東
に
葬
ら
れ
て
い
た
。
商
順
は
雨
と
雪
の
降
る
夜
に
長
安

城
外
で
道
に
迷
い
、
死
に
瀕
し
た
が
、
張
昶
の
霊
が
商
順
に
光
で
行
く
べ
き
道
を
示

し
、
張
昶
の
墓
守
の
元
に
誘
導
し
た
。
墓
守
は
、
急
ぎ
商
順
を
迎
え
に
行
く
よ
う
命

じ
る
張
昶
の
声
を
聞
い
て
い
た
。

李
載　

大
暦
七
年
、
転
運
使
の
劉
晏
が
吏
部
尚
書
と
な
り
、
大
理
評
事
の
李
載
が
監

察
御
史
を
兼
ね
て
福
建
の
留
後
（
軍
政
官
）
と
な
っ
た
。
李
載
は
風
土
病
を
恐
れ
つ

つ
、
半
年
後
に
死
亡
し
た
が
、
残
務
整
理
の
た
め
に
一
時
的
に
蘇
生
し
、
業
務
を
終

え
、
遺
書
を
作
っ
て
家
の
事
も
処
理
し
た
。
李
載
は
、
妻
の
崔
氏
は
先
に
死
ん
で
お

り
、
妾
を
一
人
置
い
て
い
た
が
、
地
下
で
妻
に
妾
の
こ
と
を
話
す
と
、
妻
が
怒
っ
て

家
に
来
る
と
言
う
の
で
、
妾
に
財
産
を
分
け
て
、
北
に
帰
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
妾

は
す
ぐ
に
船
に
乗
っ
た
が
、
妾
を
送
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
役
人
の
都
合
で
出
発
が
遅

れ
て
い
た
の
で
、
李
載
は
役
人
に
杖
五
の
罰
を
与
え
、
す
ぐ
に
立
ち
去
ら
せ
た
。
す

べ
き
事
と
食
事
を
終
え
る
と
、
卒
し
た
。

高
勵　

崔
士
光
の
岳
父
の
高
勵
は
、
夏
の
あ
る
日
、
荘
園
で
麦
打
ち
を
見
て
い
る
と
、

馬
に
乗
っ
て
来
た
鬼
に
、
馬
の
前
足
を
治
す
よ
う
頼
ま
れ
た
。
馬
は
木
馬
で
、
膠
を

塗
れ
ば
良
い
と
の
事
だ
っ
た
の
で
、
言
わ
れ
た
よ
う
に
し
て
や
る
と
、
馬
は
と
て
も

早
く
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鬼
は
高
勵
に
謝
し
て
、
去
っ
て
行
っ
た
。

蕭
遇　

信
州
刺
史
の
蕭
遇
は
年
若
く
し
て
両
親
を
亡
く
し
、母
の
墓
が
ど
こ
な
の
か
、

数
十
年
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
改
葬
し
よ
う
と
し
て
、
間
違
っ
て
盧
会
昌

の
墓
を
開
い
て
し
ま
っ
た
。
蕭
遇
は
方
士
の
道
華
に
盧
会
昌
の
鬼
を
呼
び
出
し
て
貰

い
、盧
会
昌
に
母
の
墓
所
を
探
さ
せ
る
が
、盧
会
昌
は
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
蕭
遇
の
至
孝
が
天
を
動
か
し
、
蕭
遇
は
夢
中
に
母
と
再
会
す
る
こ
と

が
出
来
、
本
当
の
墓
の
場
所
は
上
に
李
五
娘
の
墓
が
作
ら
れ
、
し
か
も
平
坦
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
て
分
か
り
に
く
い
が
、
明
日
、
烏
鵲
の
集
ま
る
と
こ
ろ
を
見
よ
、
と

母
に
教
え
ら
れ
、
母
の
墓
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

朱
自
勧　

呉
県
の
朱
自
勧
は
宝
応
年
間
に
卒
し
、
娘
は
尼
僧
に
な
っ
て
い
た
が
、
大

暦
三
年
、
朱
自
勧
の
鬼
が
、
娘
に
仕
え
る
婢
の
前
に
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
娘
の
た

め
に
餅
や
絹
を
く
れ
た
。
そ
の
後
、
朱
自
勧
の
鬼
は
、
数
十
人
の
客
と
共
に
寺
に
行

く
の
で
、
昼
食
を
用
意
す
る
よ
う
に
と
、
婢
を
通
し
て
娘
に
命
じ
、
娘
が
食
事
を
用

意
す
る
と
、
婢
に
取
り
憑
い
て
食
事
を
し
、
そ
の
後
は
現
れ
な
く
な
っ
た
。　
　

「
巻
三
三
一　

鬼
二
十
三
」
は
、
代
宗
の
大
暦
年
間
の
鬼
話
を
収
録
し
て
い
る
。

大
暦
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
時
代
で
、
説
話
内
容
も
あ
ま
り
歴
史
的
大
事
に
は
関

わ
ら
な
い
。

冥
婚
譚

「
王
垂
」
で
は
、
女
の
背
負
っ
て
い
た
袋
の
中
に
満
ち
た
髑
髏
が
、
女
が
人
を
誘

惑
し
て
殺
す
悪
鬼
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。
前
巻
の
「
范
俶
」「
李
咸
」
の
鬼
の
同

類
で
あ
る
。「
范
俶
」
と
本
話
と
は
、
紙
の
櫛
が
残
さ
れ
て
い
た
の
が
女
が
鬼
で
あ
る

証
拠
と
な
っ
て
い
る
事
や
、
男
に
噛
み
つ
く
事
な
ど
の
共
通
点
が
あ
る
。
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鬼
神
遭
遇
譚

「
張
勍
」
は
、
安
史
の
乱
の
時
代
に
良
民
が
叛
賊
化
す
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
提
示

す
る
と
と
も
に
、
史
思
明
軍
の
将
軍
と
な
っ
た
張
勍
の
死
に
よ
っ
て
安
史
の
乱
の
終

焉
を
暗
示
す
る
説
話
で
も
あ
る
。
幽
地
の
王
は
、
愚
か
な
張
勍
に
あ
え
て
破
滅
の
道

を
歩
ま
せ
よ
う
と
し
て
兵
書
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

幽
地
の
王
は
、
欲
に
ま
み
れ
た
人
々
を
狂
躁
的
に
戦
争
に
自
ら
飛
び
込
ま
せ
る
デ

モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
な
パ
ワ
ー
の
象
徴
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
人
と
鬼
の
軍
隊
同
士
で

の
戦
を
描
写
し
て
い
る
点
も
本
話
の
特
徴
的
な
要
素
で
あ
る
。　

「
李
晝
」
は
祖
霊
を
祀
る
清
明
節
の
出
来
事
で
あ
る
点
か
ら
、
五
女
は
祭
祀
を
要

求
し
て
出
現
し
た
鬼
と
考
え
ら
れ
る
。

元
載
は
大
暦
五
年
（
７
７
０
）
に
、
時
の
権
力
者
で
あ
っ
た
宦
官
の
魚
朝
恩
を
、

代
宗
と
謀
っ
て
誅
殺
し
、
自
ら
が
権
力
を
握
っ
た
が
、
そ
の
専
横
を
代
宗
に
憎
ま
れ
、

大
暦
十
二
年
（
７
７
７
）
に
逮
捕
、
処
刑
さ
れ
て
い
る
。「
元
載
」
は
、
こ
の
史
実
を

前
提
と
す
る
説
話
で
あ
る

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
牛
爽
」
に
は
、
牛
爽
と
娘
た
ち
の
死
は
、
鬼
の
積
極
的
な
意
志
で
は
な
く
、
牛

爽
が
徳
を
積
ま
な
か
っ
た
た
め
命
数
が
尽
き
た
と
す
る
、
因
果
応
報
論
的
運
命
観
が

見
ら
れ
る
。

「
李
咸
」
の
鬼
は
、「
婦
人
白
面
長
三
尺
余
」「
据
牀
坐
、
頭
及
屋
梁
」
な
ど
の
顔
の

異
様
な
長
さ
を
表
す
描
写
や
、
首
を
絞
め
て
人
を
殺
そ
う
と
す
る
点
な
ど
か
ら
、
縊

死
し
た
者
の
鬼
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
范
俶
」
の
鬼
と
同
じ
く
、
男
を
誘
惑
し
て

死
に
至
ら
し
め
る
悪
鬼
で
あ
る
。

三　

か
り
そ
め
の
平
和

 

―
巻
三
三
八　

鬼
二
十
三
―
（
唐
代
宗
・
大
暦
年
間
）　

巻
三
三
一
　
鬼
二
十
三

盧
仲
海　

大
暦
四
年
、
處
士
の
盧
仲
海
が
叔
父
の
盧
仲
纉
と
吳
に
旅
を
し
た
際
、
夜

半
、
仲
纉
が
急
死
し
、
盧
仲
海
が
何
度
も
名
を
呼
ん
で
蘇
生
さ
せ
た
。
仲
纉
は
「
死

ん
で
い
た
間
、
尹
と
い
う
郎
中
令
の
屋
敷
で
宴
席
に
連
な
っ
て
い
た
が
、
名
を
呼
ば

れ
て
い
る
の
が
聞
こ
え
た
の
で
生
き
返
る
こ
と
が
出
来
た
」
と
語
っ
た
。
し
か
し
、

す
ぐ
に
仲
纉
は
尹
の
と
こ
ろ
に
引
き
戻
さ
れ
、
仲
海
が
再
び
名
を
喚
ん
で
明
け
方
に

蘇
り
、「
ま
た
酒
を
飲
み
、
さ
ら
に
職
も
授
か
り
そ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
何
度
も

頼
ん
で
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
た
」と
述
べ
た
。「
鬼
神
は
疆
を
越
え
ず
」と
い
う
の
で
、

二
人
は
船
で
、
そ
の
地
を
急
ぎ
離
れ
た
。

王
垂　

大
暦
の
初
め
、
太
原
の
王
垂
と
范
陽
の
盧
収
は
、
舟
旅
の
途
中
、
夫
に
会
い

に
行
く
女
を
同
乗
さ
せ
て
や
っ
た
。
夜
に
な
っ
て
王
垂
は
女
と
深
い
仲
に
な
り
、
盧

収
は
女
の
持
ち
込
ん
だ
袋
の
中
が
髑
髏
に
満
ち
て
い
た
の
で
、
女
が
鬼
で
あ
る
と

知
っ
た
。
翌
朝
、
女
が
下
船
し
た
隙
に
二
人
は
船
を
出
し
て
逃
げ
た
が
、
夜
に
女
は

船
を
見
つ
け
て
入
っ
て
来
て
王
垂
に
噛
み
つ
い
た
。女
は
顔
の
四
面
に
目
が
あ
っ
た
。

二
人
は
叫
び
、
周
り
の
船
が
助
け
て
く
れ
た
の
で
女
は
消
え
た
。
翌
朝
、
紙
の
櫛
が

席
に
あ
っ
た
。
王
垂
は
数
ヶ
月
し
て
死
ん
だ
。

武
丘
寺　

大
暦
の
初
め
、
蘇
州
の
武
丘
寺
で
、
夜
に
二
人
の
白
衣
の
者
が
楼
に
上
っ

た
ま
ま
降
り
て
こ
な
い
の
で
、
翌
日
、
寺
僧
が
探
し
に
行
く
と
、
楼
上
に
鬼
が
書
い

た
三
首
の
韻
文
が
あ
っ
た
。
武
丘
寺
の
莊
園
に
は
墓
林
が
あ
り
、
古
い
塚
が
累
々
と

し
て
い
る
。
鬼
の
書
い
た
文
は
今
も
残
っ
て
い
る
。

李
公
佐　

大
暦
中
、
李
公
佐
が
廬
州
に
い
た
時
、
書
吏
の
王
庾
と
い
う
者
が
、
夜
、

郭
外
で
紫
衣
の
高
官
の
行
列
を
見
た
。
行
列
の
御
者
が
車
を
牽
く
綱
が
切
れ
た
こ
と
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を
報
告
す
る
と
、
紫
衣
の
人
は
名
簿
を
調
べ
さ
せ
て
、
廬
州
某
里
の
張
道
の
妻
の
背

中
の
筋
を
取
っ
て
修
理
す
る
よ
う
命
じ
た
。
張
道
の
妻
と
は
、
王
庾
の
叔
母
で
あ
っ

た
。
し
ば
ら
く
し
て
役
人
が
二
本
の
白
い
物
を
持
っ
て
き
て
車
を
修
理
し
、
行
列
は

去
っ
て
行
っ
た
。
王
庾
が
叔
母
の
家
に
行
く
と
、
叔
母
は
変
わ
っ
た
様
子
は
な
か
っ

た
が
、
翌
日
に
な
る
と
背
痛
を
患
い
、
半
日
で
死
ん
だ
。

竇
裕　

大
暦
中
、
進
士
の
竇
裕
は
成
都
に
行
く
途
中
、
洋
州
で
急
死
し
た
。
友
人
で

あ
っ
た
淮
陰
令
の
沈
生
は
、
竇
裕
か
ら
の
音
信
が
途
絶
え
た
所
以
を
知
ら
ぬ
ま
ま
、

金
堂
令
と
な
り
、
赴
任
の
途
次
、
洋
州
の
館
舘
で
、
竇
裕
に
似
た
白
衣
の
男
が
悲
し

そ
う
に
詩
を
吟
じ
て
い
る
の
を
見
て
、
竇
裕
が
鬼
と
な
っ
た
か
と
嘆
じ
た
。
翌
日
、

路
で
殯
を
行
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
尋
ね
る
と
、
ま
さ
に
竇
裕
の
殯
で
あ
っ
た
。　

商
順　

丹
陽
の
商
順
は
呉
郡
の
張
昶
の
娘
を
妻
と
し
て
い
た
。
京
兆
少
尹
で
あ
っ
た

張
昶
は
、
卒
し
て
滻
水
の
東
に
葬
ら
れ
て
い
た
。
商
順
は
雨
と
雪
の
降
る
夜
に
長
安

城
外
で
道
に
迷
い
、
死
に
瀕
し
た
が
、
張
昶
の
霊
が
商
順
に
光
で
行
く
べ
き
道
を
示

し
、
張
昶
の
墓
守
の
元
に
誘
導
し
た
。
墓
守
は
、
急
ぎ
商
順
を
迎
え
に
行
く
よ
う
命

じ
る
張
昶
の
声
を
聞
い
て
い
た
。

李
載　

大
暦
七
年
、
転
運
使
の
劉
晏
が
吏
部
尚
書
と
な
り
、
大
理
評
事
の
李
載
が
監

察
御
史
を
兼
ね
て
福
建
の
留
後
（
軍
政
官
）
と
な
っ
た
。
李
載
は
風
土
病
を
恐
れ
つ

つ
、
半
年
後
に
死
亡
し
た
が
、
残
務
整
理
の
た
め
に
一
時
的
に
蘇
生
し
、
業
務
を
終

え
、
遺
書
を
作
っ
て
家
の
事
も
処
理
し
た
。
李
載
は
、
妻
の
崔
氏
は
先
に
死
ん
で
お

り
、
妾
を
一
人
置
い
て
い
た
が
、
地
下
で
妻
に
妾
の
こ
と
を
話
す
と
、
妻
が
怒
っ
て

家
に
来
る
と
言
う
の
で
、
妾
に
財
産
を
分
け
て
、
北
に
帰
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
妾

は
す
ぐ
に
船
に
乗
っ
た
が
、
妾
を
送
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
役
人
の
都
合
で
出
発
が
遅

れ
て
い
た
の
で
、
李
載
は
役
人
に
杖
五
の
罰
を
与
え
、
す
ぐ
に
立
ち
去
ら
せ
た
。
す

べ
き
事
と
食
事
を
終
え
る
と
、
卒
し
た
。

高
勵　

崔
士
光
の
岳
父
の
高
勵
は
、
夏
の
あ
る
日
、
荘
園
で
麦
打
ち
を
見
て
い
る
と
、

馬
に
乗
っ
て
来
た
鬼
に
、
馬
の
前
足
を
治
す
よ
う
頼
ま
れ
た
。
馬
は
木
馬
で
、
膠
を

塗
れ
ば
良
い
と
の
事
だ
っ
た
の
で
、
言
わ
れ
た
よ
う
に
し
て
や
る
と
、
馬
は
と
て
も

早
く
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鬼
は
高
勵
に
謝
し
て
、
去
っ
て
行
っ
た
。

蕭
遇　

信
州
刺
史
の
蕭
遇
は
年
若
く
し
て
両
親
を
亡
く
し
、母
の
墓
が
ど
こ
な
の
か
、

数
十
年
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
改
葬
し
よ
う
と
し
て
、
間
違
っ
て
盧
会
昌

の
墓
を
開
い
て
し
ま
っ
た
。
蕭
遇
は
方
士
の
道
華
に
盧
会
昌
の
鬼
を
呼
び
出
し
て
貰

い
、盧
会
昌
に
母
の
墓
所
を
探
さ
せ
る
が
、盧
会
昌
は
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
蕭
遇
の
至
孝
が
天
を
動
か
し
、
蕭
遇
は
夢
中
に
母
と
再
会
す
る
こ
と

が
出
来
、
本
当
の
墓
の
場
所
は
上
に
李
五
娘
の
墓
が
作
ら
れ
、
し
か
も
平
坦
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
て
分
か
り
に
く
い
が
、
明
日
、
烏
鵲
の
集
ま
る
と
こ
ろ
を
見
よ
、
と

母
に
教
え
ら
れ
、
母
の
墓
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

朱
自
勧　

呉
県
の
朱
自
勧
は
宝
応
年
間
に
卒
し
、
娘
は
尼
僧
に
な
っ
て
い
た
が
、
大

暦
三
年
、
朱
自
勧
の
鬼
が
、
娘
に
仕
え
る
婢
の
前
に
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
娘
の
た

め
に
餅
や
絹
を
く
れ
た
。
そ
の
後
、
朱
自
勧
の
鬼
は
、
数
十
人
の
客
と
共
に
寺
に
行

く
の
で
、
昼
食
を
用
意
す
る
よ
う
に
と
、
婢
を
通
し
て
娘
に
命
じ
、
娘
が
食
事
を
用

意
す
る
と
、
婢
に
取
り
憑
い
て
食
事
を
し
、
そ
の
後
は
現
れ
な
く
な
っ
た
。　
　

「
巻
三
三
一　

鬼
二
十
三
」
は
、
代
宗
の
大
暦
年
間
の
鬼
話
を
収
録
し
て
い
る
。

大
暦
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
時
代
で
、
説
話
内
容
も
あ
ま
り
歴
史
的
大
事
に
は
関

わ
ら
な
い
。

冥
婚
譚

「
王
垂
」
で
は
、
女
の
背
負
っ
て
い
た
袋
の
中
に
満
ち
た
髑
髏
が
、
女
が
人
を
誘

惑
し
て
殺
す
悪
鬼
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。
前
巻
の
「
范
俶
」「
李
咸
」
の
鬼
の
同

類
で
あ
る
。「
范
俶
」
と
本
話
と
は
、
紙
の
櫛
が
残
さ
れ
て
い
た
の
が
女
が
鬼
で
あ
る

証
拠
と
な
っ
て
い
る
事
や
、
男
に
噛
み
つ
く
事
な
ど
の
共
通
点
が
あ
る
。
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変
鬼
帰
還
譚

「
竇
裕
」
は
、
お
ぼ
ろ
げ
な
姿
で
彷
徨
う
鬼
の
姿
に
幽
玄
の
趣
が
あ
る
。
鬼
の
吟

じ
た
詩
を
紹
介
す
る
こ
と
に
本
話
の
主
眼
は
置
か
れ
て
い
る
。

「
商
順
」
は
、
遭
難
し
か
け
て
い
た
と
こ
ろ
を
岳
父
の
鬼
が
道
を
示
し
て
助
け
て

く
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
話
型
と
し
て
は
世
間
話
等
に
も
見
ら
れ
る
普
遍
的
な
も
の

で
あ
る
。

「
李
載
」
は
亡
妻
と
現
世
の
妻
を
巡
る
説
話
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
前
巻
の
「
李

澣
」
と
共
通
す
る
。
本
話
は
、
冒
頭
に
転
運
使
の
劉
晏
が
吏
部
尚
書
と
な
っ
た
こ
と

に
触
れ
て
い
る
。
劉
晏
は
、
安
史
の
乱
後
の
国
家
経
済
を
立
て
直
し
た
こ
と
が
よ
く

知
ら
れ
て
お
り
、
大
暦
年
間
を
代
表
す
る
人
物
の
一
人
で
あ
る
。

「
蕭
遇
」
は
、
鬼
話
で
あ
る
と
共
に
、
亡
母
と
の
再
会
が
天
の
感
応
の
結
果
で
あ

る
と
い
う
点
で
孝
子
譚
で
も
あ
る
。

「
朱
自
勧
」
で
は
、
父
の
霊
は
婢
の
前
に
は
直
接
姿
を
現
わ
す
が
、
娘
と
は
婢
に

憑
依
し
た
状
態
で
し
か
会
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
現
実
の
肉
親
の
降
霊
が
依
り
代

を
通
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

冥
界
召
喚
譚 

「
盧
仲
海
」
は
死
者
が
召
喚
さ
れ
た
先
が
、
冥
府
で
は
な
く
、
冥
界
の
高
官
の
邸

宅
で
あ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

「
李
公
佐
」
は
、
死
期
の
来
た
者
を
名
簿
で
調
べ
て
死
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
に

お
い
て
、
冥
界
召
喚
譚
の
構
造
を
有
し
て
い
る
の
で
、
冥
界
召
喚
譚
に
分
類
し
た
。 

鬼
神
遭
遇
譚

「
武
丘
寺
」
は
、
鬼
の
記
し
た
韻
文
の
紹
介
を
主
眼
と
す
る
説
話
で
あ
る
。　

「
高
勵
」
に
お
い
て
、
鬼
の
乗
る
馬
が
木
馬
で
あ
る
の
は
、
殯
宮
に
置
か
れ
る
副

葬
品
の
馬
が
木
製
で
あ
る
こ
と
に
因
る
。

四　

朱
泚
の
乱

 

―
巻
三
三
九　

鬼
二
十
四
―
（
唐
代
宗
・
大
暦
〜
徳
宗
・
貞
元
）

巻
三
三
九
　
鬼
二
十
四

羅
元
則　

歴
陽
の
羅
元
則
が
、
広
陵
に
行
く
途
次
、
自
分
の
舟
に
便
乗
さ
せ
て
や
っ

た
の
は
、
死
期
の
至
っ
た
人
を
冥
界
に
行
か
せ
る
鬼
で
あ
っ
た
。
羅
元
則
は
、
鬼
の

所
持
し
て
い
た
指
令
書
を
盗
み
見
て
、
自
分
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
事
を
知
り
命
乞

い
を
し
、
鬼
か
ら
、
三
年
間
、
外
に
出
な
け
れ
ば
十
年
延
命
で
き
る
と
教
え
ら
れ
た
。

羅
元
則
は
、
か
つ
て
同
じ
県
の
人
の
田
を
奪
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
人
が
死
後
に

自
分
を
訴
え
た
た
め
に
、
冥
界
に
召
喚
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
帰
宅
し
て
一
年
余
り

が
過
ぎ
、
父
か
ら
稲
の
収
穫
を
命
じ
ら
れ
、
や
む
を
得
ず
門
外
に
出
る
と
、
件
の
鬼

が
傷
だ
ら
け
の
姿
で
待
っ
て
お
り
、
羅
元
則
は
両
親
に
別
れ
を
告
げ
て
死
ん
だ
。

李
元
平　

睦
州
刺
史
李
伯
成
の
子
の
李
元
平
は
、
大
暦
五
年
、
東
陽
の
精
舍
に
寄
宿

し
て
受
験
勉
強
を
し
て
い
た
が
、
知
り
合
っ
た
美
女
の
鬼
か
ら
、
元
平
の
前
世
が
江

州
刺
史
の
門
番
で
、
霍
乱
で
死
ん
だ
身
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
美
女
の
鬼
は

当
時
の
刺
史
の
娘
で
、
こ
の
門
番
と
私
通
し
て
い
た
が
、
来
世
で
は
、
と
も
に
貴
家

に
生
ま
れ
て
結
ば
れ
る
よ
う
に
、
千
手
千
眼
菩
薩
の
呪
を
持
し
て
願
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
二
人
で
一
夜
を
過
ご
し
た
後
、
女
鬼
は
自
分
に
も
転
生
の
時
が
訪
れ
た

と
言
い
、
十
六
年
後
に
二
人
は
結
婚
す
る
こ
と
が
既
に
天
命
と
し
て
定
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
告
げ
て
、
去
っ
て
行
っ
た
。

劉
参　

建
中
二
年
、江
淮
で
厲
鬼
が
湖
南
か
ら
襲
来
し
た
と
い
う
噂
が
広
が
り
、人
々

は
恐
懼
し
た
。
前
兗
州
功
曹
の
劉
参
は
、
自
宅
に
、
毛
に
覆
わ
れ
た
鬼
と
、
鋭
い
毛

の
生
え
た
寝
台
の
よ
う
な
怪
物
が
侵
入
し
て
娘
た
ち
が
襲
わ
れ
、
息
子
た
ち
と
共
に

こ
れ
ら
と
戦
っ
た
。
鬼
は
数
日
に
わ
た
っ
て
街
に
い
た
が
、
後
に
、
盗
賊
が
妖
異
を

装
っ
て
い
た
が
既
に
罪
に
服
し
た
と
の
布
告
が
あ
っ
た
。
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『太平広記』鬼部説話の構成 ─鬼二十一～二十五─

閻
敬
立　

興
元
元
年
、
朱
泚
が
長
安
を
占
拠
し
た
。
段
秀
実
に
告
密
史
に
任
じ
ら
れ

た
閻
敬
立
は
長
安
か
ら
密
か
に
鳳
翔
山
に
出
て
、
夜
、
荒
廃
し
た
館
駅
で
、
館
官
で

あ
る
前
鳳
州
河
池
県
尉
の
劉
俶
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。
翌
朝
、
館
駅
を
発
つ
と
す

ぐ
に
次
の
館
駅
の
吏
に
出
迎
え
ら
れ
た
の
で
驚
き
、
昨
日
の
館
駅
に
共
に
戻
る
と
、

そ
こ
は
廃
棄
さ
れ
た
館
駅
と
劉
俶
の
荒
廃
し
た
殯
宮
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
前

夜
の
駅
館
の
食
事
は
、
殯
宮
に
供
え
ら
れ
た
物
で
あ
っ
た
。

崔
書
生　

貞
元
中
、
博
陵
の
崔
書
生
は
、
清
明
節
に
渭
南
に
帰
る
途
次
、
日
暮
れ
に

荒
れ
塚
の
あ
た
り
で
、
道
に
迷
っ
た
美
女
王
氏
を
助
け
て
、
そ
の
館
に
招
か
れ
、
そ

の
ま
ま
王
氏
の
婿
と
な
っ
た
。
王
氏
の
叔
母
の
玉
姨
と
も
何
度
も
賭
け
を
し
て
勝
ち

負
け
に
応
じ
て
互
い
の
持
ち
物
を
交
換
す
る
等
、
三
日
に
わ
た
り
楽
し
く
暮
ら
し
た

が
、
突
然
、
賊
が
や
っ
て
来
た
と
言
っ
て
、
皆
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
崔
は
一
人

で
穴
の
中
に
い
た
。
実
は
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
崔
を
、
童
僕
が
墓
穴
を
掘
っ
て
探

し
当
て
た
の
で
あ
っ
た
。
墓
穴
は
、
後
周
の
趙
王
の
娘
の
玉
姨
の
墓
で
、
生
前
可
愛

が
っ
て
い
た
姪
の
王
氏
も
合
葬
さ
れ
て
い
た
。
玉
姨
の
棺
に
は
崔
か
ら
賭
け
で
取
っ

た
口
紅
の
小
箱
が
入
っ
て
い
た
。
崔
は
す
ぐ
に
墓
穴
を
元
通
り
に
埋
め
直
し
た
。

李
則　

貞
元
の
初
め
、
河
南
の
少
尹
、
李
則
が
卒
し
た
。
弔
問
に
訪
れ
た
蘇
郎
中
と

名
乗
る
朱
衣
の
人
が
哀
慟
す
る
と
、
遺
体
が
起
き
上
が
り
、
門
を
閉
ざ
し
て
二
人
で

殴
り
合
い
、
暮
れ
に
な
っ
て
子
が
内
に
入
る
と
、
二
体
の
李
則
の
屍
が
横
た
わ
っ
て

お
り
、
誰
も
見
分
け
ら
れ
ず
、
同
じ
棺
を
も
う
一
つ
用
意
し
て
葬
る
事
と
な
っ
た
。

陸
憑　

貞
元
元
年
に
旅
先
の
永
嘉
で
病
没
し
た
呉
郡
の
陸
憑
は
、
親
友
の
吳
興
の
沈

萇
の
夢
に
現
れ
、
家
の
事
を
頼
む
と
共
に
、
詩
を
送
り
、
去
り
際
に
翌
日
の
午
の
刻

に
遺
体
を
乗
せ
た
船
が
到
着
す
る
こ
と
を
告
げ
た
。
沈
萇
は
目
覚
め
た
後
も
夢
の
内

容
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
お
り
、
記
録
し
た
。
葬
船
の
到
着
も
陸
憑
の
言
っ
た
と
お

り
で
あ
っ
た
。

潯
陽
李
生　

貞
元
年
間
、
科
挙
に
落
第
し
た
李
生
は
潯
陽
に
帰
る
途
次
、
商
洛
で
漢

南
節
度
使
の
入
京
に
道
を
阻
ま
れ
て
、
山
中
に
入
り
込
み
、
殯
宮
の
中
で
一
夜
を
明

か
す
こ
と
に
な
っ
た
。
夜
、
近
く
の
別
の
殯
宮
の
あ
た
り
か
ら
女
が
や
っ
て
き
て
、

こ
の
殯
宮
に
入
り
、金
華
夫
人
か
ら
崔
女
郎
へ
の
月
見
の
誘
い
を
述
べ
た
。
す
る
と
、

殯
宮
の
内
か
ら
は
、今
夜
は
客
が
あ
る
の
で
伺
え
な
い
と
の
返
事
が
あ
り
、女
は
帰
っ

て
い
っ
た
。
翌
日
、
李
生
は
宿
で
、
昨
夜
の
殯
宮
が
博
陵
の
崔
氏
の
娘
の
も
の
と
知

り
、
酒
と
膳
で
そ
の
霊
を
祀
っ
て
去
っ
た
。

「
巻
三
三
九　

鬼
二
十
四
」
で
は
、
代
宗
か
ら
徳
宗
へ
の
交
代
期
の
説
話
を
扱
う
。

か
り
そ
め
の
安
定
期
が
過
ぎ
、
藩
鎮
の
反
乱
が
国
家
を
動
揺
さ
せ
た
時
期
で
あ
り
、

本
巻
に
は
、
朱
泚
の
乱
を
背
景
と
す
る
説
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

冥
婚
譚

「
李
元
平
」
は
、
転
生
し
て
夫
婦
と
な
る
運
命
の
男
女
の
話
。
先
に
転
生
し
た
男

の
前
に
、
ま
だ
転
生
し
て
い
な
い
女
の
鬼
が
現
れ
て
契
る
と
い
う
冥
婚
譚
と
転
生
譚

が
入
り
組
ん
だ
構
成
の
説
話
で
あ
る
。
転
生
前
夜
、
自
分
の
記
憶
を
持
つ
最
後
の
夜

に
、
女
は
男
に
会
い
に
来
た
の
で
あ
る
。　

「
崔
書
生
」
は
、
婿
と
し
て
墓
室
で
鬼
と
暮
ら
す
と
い
う
伝
統
的
な
冥
婚
譚
を
踏

襲
す
る
説
話
で
あ
る
。

塚
墓
宿
泊
譚

「
閻
敬
立
」は
、朱
泚
の
乱
を
背
景
と
す
る
説
話
で
あ
る
。 

建
中
四
年
（
７
８
３
）、

恩
賞
に
対
す
る
不
満
か
ら
涇
原
で
軍
の
反
乱
が
起
き
（
涇
原
兵
変
）、
反
乱
軍
は
長

安
を
占
拠
し
、
徳
宗
は
奉
天
に
逃
げ
た
。
反
乱
軍
は
朱
泚
を
担
ぎ
上
げ
、
翌
年
、
朱

泚
は
皇
帝
を
僭
称
し
た
。
段
秀
実
は
敢
え
て
朱
泚
に
仕
え
て
、そ
の
命
を
狙
っ
た
が
、

暗
殺
に
失
敗
し
て
殺
さ
れ
た
。
閻
敬
立
は
、
段
秀
実
が
徳
宗
側
に
密
か
に
送
っ
た
密

使
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
潯
陽
李
生
」
は
、
鬼
神
の
住
ま
う
と
こ
ろ
で
一
夜
を
過
ご
し
た
男
が
、
夜
半
に
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変
鬼
帰
還
譚

「
竇
裕
」
は
、
お
ぼ
ろ
げ
な
姿
で
彷
徨
う
鬼
の
姿
に
幽
玄
の
趣
が
あ
る
。
鬼
の
吟

じ
た
詩
を
紹
介
す
る
こ
と
に
本
話
の
主
眼
は
置
か
れ
て
い
る
。

「
商
順
」
は
、
遭
難
し
か
け
て
い
た
と
こ
ろ
を
岳
父
の
鬼
が
道
を
示
し
て
助
け
て

く
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
話
型
と
し
て
は
世
間
話
等
に
も
見
ら
れ
る
普
遍
的
な
も
の

で
あ
る
。

「
李
載
」
は
亡
妻
と
現
世
の
妻
を
巡
る
説
話
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
前
巻
の
「
李

澣
」
と
共
通
す
る
。
本
話
は
、
冒
頭
に
転
運
使
の
劉
晏
が
吏
部
尚
書
と
な
っ
た
こ
と

に
触
れ
て
い
る
。
劉
晏
は
、
安
史
の
乱
後
の
国
家
経
済
を
立
て
直
し
た
こ
と
が
よ
く

知
ら
れ
て
お
り
、
大
暦
年
間
を
代
表
す
る
人
物
の
一
人
で
あ
る
。

「
蕭
遇
」
は
、
鬼
話
で
あ
る
と
共
に
、
亡
母
と
の
再
会
が
天
の
感
応
の
結
果
で
あ

る
と
い
う
点
で
孝
子
譚
で
も
あ
る
。

「
朱
自
勧
」
で
は
、
父
の
霊
は
婢
の
前
に
は
直
接
姿
を
現
わ
す
が
、
娘
と
は
婢
に

憑
依
し
た
状
態
で
し
か
会
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
現
実
の
肉
親
の
降
霊
が
依
り
代

を
通
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

冥
界
召
喚
譚 

「
盧
仲
海
」
は
死
者
が
召
喚
さ
れ
た
先
が
、
冥
府
で
は
な
く
、
冥
界
の
高
官
の
邸

宅
で
あ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

「
李
公
佐
」
は
、
死
期
の
来
た
者
を
名
簿
で
調
べ
て
死
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
に

お
い
て
、
冥
界
召
喚
譚
の
構
造
を
有
し
て
い
る
の
で
、
冥
界
召
喚
譚
に
分
類
し
た
。 

鬼
神
遭
遇
譚

「
武
丘
寺
」
は
、
鬼
の
記
し
た
韻
文
の
紹
介
を
主
眼
と
す
る
説
話
で
あ
る
。　

「
高
勵
」
に
お
い
て
、
鬼
の
乗
る
馬
が
木
馬
で
あ
る
の
は
、
殯
宮
に
置
か
れ
る
副

葬
品
の
馬
が
木
製
で
あ
る
こ
と
に
因
る
。

四　

朱
泚
の
乱

 

―
巻
三
三
九　

鬼
二
十
四
―
（
唐
代
宗
・
大
暦
〜
徳
宗
・
貞
元
）

巻
三
三
九
　
鬼
二
十
四

羅
元
則　

歴
陽
の
羅
元
則
が
、
広
陵
に
行
く
途
次
、
自
分
の
舟
に
便
乗
さ
せ
て
や
っ

た
の
は
、
死
期
の
至
っ
た
人
を
冥
界
に
行
か
せ
る
鬼
で
あ
っ
た
。
羅
元
則
は
、
鬼
の

所
持
し
て
い
た
指
令
書
を
盗
み
見
て
、
自
分
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
事
を
知
り
命
乞

い
を
し
、
鬼
か
ら
、
三
年
間
、
外
に
出
な
け
れ
ば
十
年
延
命
で
き
る
と
教
え
ら
れ
た
。

羅
元
則
は
、
か
つ
て
同
じ
県
の
人
の
田
を
奪
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
人
が
死
後
に

自
分
を
訴
え
た
た
め
に
、
冥
界
に
召
喚
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
帰
宅
し
て
一
年
余
り

が
過
ぎ
、
父
か
ら
稲
の
収
穫
を
命
じ
ら
れ
、
や
む
を
得
ず
門
外
に
出
る
と
、
件
の
鬼

が
傷
だ
ら
け
の
姿
で
待
っ
て
お
り
、
羅
元
則
は
両
親
に
別
れ
を
告
げ
て
死
ん
だ
。

李
元
平　

睦
州
刺
史
李
伯
成
の
子
の
李
元
平
は
、
大
暦
五
年
、
東
陽
の
精
舍
に
寄
宿

し
て
受
験
勉
強
を
し
て
い
た
が
、
知
り
合
っ
た
美
女
の
鬼
か
ら
、
元
平
の
前
世
が
江

州
刺
史
の
門
番
で
、
霍
乱
で
死
ん
だ
身
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
美
女
の
鬼
は

当
時
の
刺
史
の
娘
で
、
こ
の
門
番
と
私
通
し
て
い
た
が
、
来
世
で
は
、
と
も
に
貴
家

に
生
ま
れ
て
結
ば
れ
る
よ
う
に
、
千
手
千
眼
菩
薩
の
呪
を
持
し
て
願
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
二
人
で
一
夜
を
過
ご
し
た
後
、
女
鬼
は
自
分
に
も
転
生
の
時
が
訪
れ
た

と
言
い
、
十
六
年
後
に
二
人
は
結
婚
す
る
こ
と
が
既
に
天
命
と
し
て
定
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
告
げ
て
、
去
っ
て
行
っ
た
。

劉
参　

建
中
二
年
、江
淮
で
厲
鬼
が
湖
南
か
ら
襲
来
し
た
と
い
う
噂
が
広
が
り
、人
々

は
恐
懼
し
た
。
前
兗
州
功
曹
の
劉
参
は
、
自
宅
に
、
毛
に
覆
わ
れ
た
鬼
と
、
鋭
い
毛

の
生
え
た
寝
台
の
よ
う
な
怪
物
が
侵
入
し
て
娘
た
ち
が
襲
わ
れ
、
息
子
た
ち
と
共
に

こ
れ
ら
と
戦
っ
た
。
鬼
は
数
日
に
わ
た
っ
て
街
に
い
た
が
、
後
に
、
盗
賊
が
妖
異
を

装
っ
て
い
た
が
既
に
罪
に
服
し
た
と
の
布
告
が
あ
っ
た
。
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閻
敬
立　

興
元
元
年
、
朱
泚
が
長
安
を
占
拠
し
た
。
段
秀
実
に
告
密
史
に
任
じ
ら
れ

た
閻
敬
立
は
長
安
か
ら
密
か
に
鳳
翔
山
に
出
て
、
夜
、
荒
廃
し
た
館
駅
で
、
館
官
で

あ
る
前
鳳
州
河
池
県
尉
の
劉
俶
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。
翌
朝
、
館
駅
を
発
つ
と
す

ぐ
に
次
の
館
駅
の
吏
に
出
迎
え
ら
れ
た
の
で
驚
き
、
昨
日
の
館
駅
に
共
に
戻
る
と
、

そ
こ
は
廃
棄
さ
れ
た
館
駅
と
劉
俶
の
荒
廃
し
た
殯
宮
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
前

夜
の
駅
館
の
食
事
は
、
殯
宮
に
供
え
ら
れ
た
物
で
あ
っ
た
。

崔
書
生　

貞
元
中
、
博
陵
の
崔
書
生
は
、
清
明
節
に
渭
南
に
帰
る
途
次
、
日
暮
れ
に

荒
れ
塚
の
あ
た
り
で
、
道
に
迷
っ
た
美
女
王
氏
を
助
け
て
、
そ
の
館
に
招
か
れ
、
そ

の
ま
ま
王
氏
の
婿
と
な
っ
た
。
王
氏
の
叔
母
の
玉
姨
と
も
何
度
も
賭
け
を
し
て
勝
ち

負
け
に
応
じ
て
互
い
の
持
ち
物
を
交
換
す
る
等
、
三
日
に
わ
た
り
楽
し
く
暮
ら
し
た

が
、
突
然
、
賊
が
や
っ
て
来
た
と
言
っ
て
、
皆
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
崔
は
一
人

で
穴
の
中
に
い
た
。
実
は
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
崔
を
、
童
僕
が
墓
穴
を
掘
っ
て
探

し
当
て
た
の
で
あ
っ
た
。
墓
穴
は
、
後
周
の
趙
王
の
娘
の
玉
姨
の
墓
で
、
生
前
可
愛

が
っ
て
い
た
姪
の
王
氏
も
合
葬
さ
れ
て
い
た
。
玉
姨
の
棺
に
は
崔
か
ら
賭
け
で
取
っ

た
口
紅
の
小
箱
が
入
っ
て
い
た
。
崔
は
す
ぐ
に
墓
穴
を
元
通
り
に
埋
め
直
し
た
。

李
則　

貞
元
の
初
め
、
河
南
の
少
尹
、
李
則
が
卒
し
た
。
弔
問
に
訪
れ
た
蘇
郎
中
と

名
乗
る
朱
衣
の
人
が
哀
慟
す
る
と
、
遺
体
が
起
き
上
が
り
、
門
を
閉
ざ
し
て
二
人
で

殴
り
合
い
、
暮
れ
に
な
っ
て
子
が
内
に
入
る
と
、
二
体
の
李
則
の
屍
が
横
た
わ
っ
て

お
り
、
誰
も
見
分
け
ら
れ
ず
、
同
じ
棺
を
も
う
一
つ
用
意
し
て
葬
る
事
と
な
っ
た
。

陸
憑　

貞
元
元
年
に
旅
先
の
永
嘉
で
病
没
し
た
呉
郡
の
陸
憑
は
、
親
友
の
吳
興
の
沈

萇
の
夢
に
現
れ
、
家
の
事
を
頼
む
と
共
に
、
詩
を
送
り
、
去
り
際
に
翌
日
の
午
の
刻

に
遺
体
を
乗
せ
た
船
が
到
着
す
る
こ
と
を
告
げ
た
。
沈
萇
は
目
覚
め
た
後
も
夢
の
内

容
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
お
り
、
記
録
し
た
。
葬
船
の
到
着
も
陸
憑
の
言
っ
た
と
お

り
で
あ
っ
た
。

潯
陽
李
生　

貞
元
年
間
、
科
挙
に
落
第
し
た
李
生
は
潯
陽
に
帰
る
途
次
、
商
洛
で
漢

南
節
度
使
の
入
京
に
道
を
阻
ま
れ
て
、
山
中
に
入
り
込
み
、
殯
宮
の
中
で
一
夜
を
明

か
す
こ
と
に
な
っ
た
。
夜
、
近
く
の
別
の
殯
宮
の
あ
た
り
か
ら
女
が
や
っ
て
き
て
、

こ
の
殯
宮
に
入
り
、金
華
夫
人
か
ら
崔
女
郎
へ
の
月
見
の
誘
い
を
述
べ
た
。
す
る
と
、

殯
宮
の
内
か
ら
は
、今
夜
は
客
が
あ
る
の
で
伺
え
な
い
と
の
返
事
が
あ
り
、女
は
帰
っ

て
い
っ
た
。
翌
日
、
李
生
は
宿
で
、
昨
夜
の
殯
宮
が
博
陵
の
崔
氏
の
娘
の
も
の
と
知

り
、
酒
と
膳
で
そ
の
霊
を
祀
っ
て
去
っ
た
。

「
巻
三
三
九　

鬼
二
十
四
」
で
は
、
代
宗
か
ら
徳
宗
へ
の
交
代
期
の
説
話
を
扱
う
。

か
り
そ
め
の
安
定
期
が
過
ぎ
、
藩
鎮
の
反
乱
が
国
家
を
動
揺
さ
せ
た
時
期
で
あ
り
、

本
巻
に
は
、
朱
泚
の
乱
を
背
景
と
す
る
説
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

冥
婚
譚

「
李
元
平
」
は
、
転
生
し
て
夫
婦
と
な
る
運
命
の
男
女
の
話
。
先
に
転
生
し
た
男

の
前
に
、
ま
だ
転
生
し
て
い
な
い
女
の
鬼
が
現
れ
て
契
る
と
い
う
冥
婚
譚
と
転
生
譚

が
入
り
組
ん
だ
構
成
の
説
話
で
あ
る
。
転
生
前
夜
、
自
分
の
記
憶
を
持
つ
最
後
の
夜

に
、
女
は
男
に
会
い
に
来
た
の
で
あ
る
。　

「
崔
書
生
」
は
、
婿
と
し
て
墓
室
で
鬼
と
暮
ら
す
と
い
う
伝
統
的
な
冥
婚
譚
を
踏

襲
す
る
説
話
で
あ
る
。

塚
墓
宿
泊
譚

「
閻
敬
立
」は
、朱
泚
の
乱
を
背
景
と
す
る
説
話
で
あ
る
。 

建
中
四
年
（
７
８
３
）、

恩
賞
に
対
す
る
不
満
か
ら
涇
原
で
軍
の
反
乱
が
起
き
（
涇
原
兵
変
）、
反
乱
軍
は
長

安
を
占
拠
し
、
徳
宗
は
奉
天
に
逃
げ
た
。
反
乱
軍
は
朱
泚
を
担
ぎ
上
げ
、
翌
年
、
朱

泚
は
皇
帝
を
僭
称
し
た
。
段
秀
実
は
敢
え
て
朱
泚
に
仕
え
て
、そ
の
命
を
狙
っ
た
が
、

暗
殺
に
失
敗
し
て
殺
さ
れ
た
。
閻
敬
立
は
、
段
秀
実
が
徳
宗
側
に
密
か
に
送
っ
た
密

使
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
潯
陽
李
生
」
は
、
鬼
神
の
住
ま
う
と
こ
ろ
で
一
夜
を
過
ご
し
た
男
が
、
夜
半
に



179（44）

日本女子大学紀要　人間社会学部　第28号　Japan Women’s University Journal vol.28（2017）

鬼
神
同
士
の
会
話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
い
う
定
型
に
則
っ
た
話
。
類
話
に
「
楊
溥
」

（「
巻
三
三
一　

鬼
十
六
」）
が
あ
る
。
崔
氏
の
娘
の
心
遣
い
に
、
李
生
は
感
謝
し
た

の
で
あ
る
。

変
鬼
帰
還
譚
　

「
陸
憑
」
は
、
鬼
と
な
っ
た
陸
憑
の
詩
を
説
話
の
中
心
に
据
え
る
詩
話
で
あ
る　

冥
界
召
喚
譚

「
羅
元
則
」
は
、「
周
式
」（「
巻
三
一
六　

鬼
一
」）
と
、
時
代
・
場
所
・
人
名
は
異

な
る
が
、
大
筋
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。『
太
平
広
記
』
は
「
周
式
」
を
『
法
苑
珠
林
』
か

ら
採
録
し
て
い
る
が
、「
周
式
」
は
も
と
は
『
捜
神
記
』（
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
で
は

巻
五
所
収
）の
説
話
で
あ
り
、本
話
は
『
捜
神
記
』か
ら
翻
案
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

自
ら
の
死
が
記
さ
れ
た
手
紙
を
そ
う
と
は
知
ら
ず
に
運
び
そ
う
に
な
る
と
い
う
話
型

は
、
日
本
の
昔
話
で
は
「
水
の
神
の
文
使
い
」
と
い
う
型
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。

鬼
神
遭
遇
譚
　

「
劉
参
」
の
描
く
騒
動
が
起
き
た
建
中
二
年
（
７
８
１
）
は
、
四
年
に
わ
た
る
河

北
藩
鎮
の
乱
の
勃
発
し
た
年
で
あ
り
、
そ
の
時
期
に
厲
鬼
襲
来
の
噂
が
広
が
っ
た
の

は
、
社
会
不
安
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

「
李
則
」
は
、
遺
体
を
操
作
す
る
鬼
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
怪
事
と
考
え
ら

れ
る
。
死
者
に
化
け
る
野
鬼
の
話
は
、「
僧
韜
光
」（「
巻
三
三
○　

鬼
十
五
」）
に
も

見
ら
れ
る
。

五　

平
涼
劫
盟

 

―
巻
三
四
○　

鬼
二
十
五
―
（
唐
徳
宗
・
貞
元
年
間
）

巻
三
四
○
　
鬼
二
十
五

韓
弇　

貞
元
四
年
、
河
中
節
度
使
侍
中
の
渾
瑊
が
西
蕃
と
会
盟
し
た
際
、
西
蕃
は
裏

切
り
、
掌
書
記
の
韓
弇
が
殺
さ
れ
た
。
韓
弇
は
、
親
友
の
櫟
陽
の
尉
、
李
績
の
夢
に

顔
中
血
ま
み
れ
で
現
れ
、
無
念
の
思
い
を
詩
に
詠
み
、
翌
日
の
昼
に
酒
食
や
紙
銭
を

供
え
る
こ
と
を
頼
ん
だ
。
次
の
日
、
言
わ
れ
た
と
お
り
に
祭
る
と
、
西
か
ら
来
た
黒

風
が
酒
食
や
紙
銭
を
全
て
巻
き
上
げ
て
い
っ
た
。

盧
頊　

貞
元
六
年
、
范
陽
の
盧
頊
は
銭
塘
で
暮
ら
し
て
い
た
。
十
五
、六
歳
の
家
婢

の
小
金
に
、
朱
十
六
と
い
う
四
十
余
り
の
女
の
鬼
が
つ
き
ま
と
う
よ
う
に
な
り
、
し

ば
し
ば
小
金
は
朱
十
六
に
打
た
れ
て
意
識
を
失
っ
た
。

朱
十
六
は
前
世
は
東
隣
り
に
住
む
女
で
あ
っ
た
が
、
毒
々
し
い
者
で
あ
っ
た
の
で

蛇
に
転
生
さ
せ
ら
れ
、
天
竺
寺
の
楮
樹
の
穴
に
住
み
、
人
に
化
け
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
小
金
は
、
夢
の
中
で
、
大
獅
子
に
載
っ
た
老
人
に
、

こ
の
ま
ま
で
は
死
を
免
れ
な
い
が
、
鬼
神
は
属
し
て
い
る
州
県
で
し
か
活
動
で
き
な

い
の
で
、
杭
州
を
離
れ
れ
ば
助
か
る
と
教
え
て
貰
い
、
ひ
そ
か
に
嘉
興
に
行
き
、
そ

の
後
は
無
事
で
あ
っ
た
。

李
章
武　

貞
元
三
年
、
崔
信
が
華
州
の
別
駕
と
な
り
、
長
安
か
ら
会
い
に
行
っ
た
親

友
の
李
章
武
は
、
そ
の
地
で
王
家
の
嫁
と
し
ば
ら
く
私
通
し
て
い
た
が
、
長
安
に
帰

る
こ
と
に
な
り
、
関
係
が
途
絶
え
た
。

貞
元
十
一
年
、
李
章
武
は
久
し
ぶ
り
に
王
家
を
訪
れ
、
隣
婦
よ
り
既
に
王
氏
の
一

族
は
こ
の
地
を
離
れ
た
こ
と
と
、
王
家
の
嫁
が
二
年
前
に
章
武
を
想
い
な
が
ら
病
死

し
た
こ
と
を
聞
き
、
住
む
人
の
無
く
な
っ
た
王
家
の
屋
敷
に
泊
ま
っ
た
。
す
る
と
、

鬼
と
な
っ
た
王
家
の
嫁
が
現
れ
、
そ
の
様
子
は
以
前
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
別
れ
際

（45）

『太平広記』鬼部説話の構成 ─鬼二十一～二十五─

に
王
家
の
嫁
は
、
西
岳
の
玉
京
婦
人
よ
り
授
け
ら
れ
た
仙
界
の
宝
物
を
李
章
武
に
く

れ
た
。

「
巻
三
四
○　

鬼
二
十
五
」
は
、
徳
宗
の
貞
元
年
間
を
時
代
背
景
と
す
る
説
話
三

話
を
収
録
し
て
い
る
。
収
録
話
数
が
少
な
い
の
は
「
盧
頊
」「 

李
章
武
」
の
二
篇
が

長
編
の
た
め
で
あ
る
。
多
数
の
説
話
の
蓄
積
を
経
て
、
鬼
話
の
構
造
は
複
雑
化
し
、

文
芸
性
の
高
い
長
編
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
。「
韓
弇
」
は
貞
元
年
間
に
吐
蕃
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
た
惨
劇
「
平
涼
劫
盟
」
に
関
わ
る
説
話
で
あ
る
。

冥
婚
譚   

「
李
章
武
」
は
、
鬼
と
な
っ
て
も
李
章
武
を
思
い
続
け
る
人
妻
の
心
理
を
細
や
か

に
、
ま
た
李
章
武
と
の
情
交
を
官
能
的
に
描
き
、
高
い
文
芸
性
を
有
し
て
い
る
。
人

妻
の
思
い
が
一
途
で
け
な
げ
で
あ
る
故
に
、
不
倫
で
あ
り
冥
婚
で
あ
る
と
い
う
邪
淫

性
が
一
層
強
く
読
者
に
意
識
さ
れ
る
、
ジ
レ
ン
マ
の
構
造
が
優
れ
た
作
品
で
あ
る
。

変
鬼
帰
還
譚
　

「
韓
弇
」
の
背
景
に
あ
る
の
は
、「
平
涼
劫
盟
」
と
呼
ば
れ
る
事
件
で
あ
る
。
貞
元

三
年
（
７
８
７
）、
唐
は
吐
蕃
と
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
、
渾
瑊
が
会
盟
使
と
な
っ

て
平
涼
川
で
吐
蕃
と
会
盟
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
会
場
に
向
か
っ
た
渾
瑊
ら
は

吐
蕃
の
伏
兵
に
襲
わ
れ
、
多
数
の
文
官
や
兵
士
が
殺
さ
れ
、
又
は
捕
虜
と
な
っ
た
。

本
話
は
、
こ
の
事
件
の
犠
牲
者
の
思
い
を
代
弁
す
る
も
の
で
あ
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
盧
頊
」
は
、
小
金
が
盧
頊
宅
を
中
心
と
す
る
地
域
で
朱
十
六
に
付
き
ま
と
わ
れ

続
け
た
事
件
を
描
い
て
い
る
の
で
凶
宅
鬧
鬼
譚
に
分
類
し
た
。

ま
と
め

「
鬼
二
十
一
」
か
ら
「
鬼
二
十
五
」
は
、
背
景
と
な
る
時
代
が

巻
三
三
六　

鬼
二
十
一
―
粛
宗
・
乾
元
〜
上
元
年
間

巻
三
三
七　

鬼
二
十
二
―
粛
宗
・
乾
元
〜
代
宗
・
大
暦
年
間

巻
三
三
八　

鬼
二
十
三
―
代
宗
・
大
暦
年
間

巻
三
三
九　

鬼
二
十
四
―
代
宗
・
大
暦
〜
徳
宗
・
貞
元
年
間

巻
三
四
○　

鬼
二
十
五
―
徳
宗
・
貞
元
年
間

と
な
っ
て
お
り
、安
史
の
乱
の
時
期
か
ら
、そ
の
終
息
期
、そ
し
て
小
康
状
態
を
経
て
、

藩
鎮
の
反
乱
や
異
民
族
の
侵
攻
と
い
っ
た
内
憂
外
患
が
社
会
を
揺
る
が
す
中
唐
初
期

ま
で
を
描
く
。
史
思
明
、
元
載
、
劉
晏
、
段
秀
実
、
渾
瑊
ら
、
こ
の
時
期
の
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
の
名
が
所
収
説
話
に
見
ら
れ
る
が
、
説
話
内
容
は
、
そ
れ
ら
の
人
物
が
関
わ
っ

た
歴
史
的
事
件
を
正
面
か
ら
描
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
歴
史
的
事
件
を
人
間
の

物
語
と
し
て
正
面
か
ら
描
く
こ
と
は
史
書
の
役
割
で
あ
り
、
鬼
話
の
意
義
は
、
歴
史

の
表
面
に
現
れ
る
こ
と
な
く
人
間
社
会
に
影
響
を
与
え
る
冥
界
の
理
を
浮
き
彫
り
に

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

『
太
平
広
記
』
鬼
部
が
意
図
し
た
の
は
、
大
量
の
鬼
話
を
通
し
て
時
代
を
再
構
成
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
史
書
と
は
異
な
る
時
代
解
釈
の
視
点
を
獲
得
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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鬼
神
同
士
の
会
話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
い
う
定
型
に
則
っ
た
話
。
類
話
に
「
楊
溥
」

（「
巻
三
三
一　

鬼
十
六
」）
が
あ
る
。
崔
氏
の
娘
の
心
遣
い
に
、
李
生
は
感
謝
し
た

の
で
あ
る
。

変
鬼
帰
還
譚
　

「
陸
憑
」
は
、
鬼
と
な
っ
た
陸
憑
の
詩
を
説
話
の
中
心
に
据
え
る
詩
話
で
あ
る　

冥
界
召
喚
譚

「
羅
元
則
」
は
、「
周
式
」（「
巻
三
一
六　

鬼
一
」）
と
、
時
代
・
場
所
・
人
名
は
異

な
る
が
、
大
筋
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。『
太
平
広
記
』
は
「
周
式
」
を
『
法
苑
珠
林
』
か

ら
採
録
し
て
い
る
が
、「
周
式
」
は
も
と
は
『
捜
神
記
』（
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
で
は

巻
五
所
収
）の
説
話
で
あ
り
、本
話
は
『
捜
神
記
』か
ら
翻
案
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

自
ら
の
死
が
記
さ
れ
た
手
紙
を
そ
う
と
は
知
ら
ず
に
運
び
そ
う
に
な
る
と
い
う
話
型

は
、
日
本
の
昔
話
で
は
「
水
の
神
の
文
使
い
」
と
い
う
型
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。

鬼
神
遭
遇
譚
　

「
劉
参
」
の
描
く
騒
動
が
起
き
た
建
中
二
年
（
７
８
１
）
は
、
四
年
に
わ
た
る
河

北
藩
鎮
の
乱
の
勃
発
し
た
年
で
あ
り
、
そ
の
時
期
に
厲
鬼
襲
来
の
噂
が
広
が
っ
た
の

は
、
社
会
不
安
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

「
李
則
」
は
、
遺
体
を
操
作
す
る
鬼
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
怪
事
と
考
え
ら

れ
る
。
死
者
に
化
け
る
野
鬼
の
話
は
、「
僧
韜
光
」（「
巻
三
三
○　

鬼
十
五
」）
に
も

見
ら
れ
る
。

五　

平
涼
劫
盟

 

―
巻
三
四
○　

鬼
二
十
五
―
（
唐
徳
宗
・
貞
元
年
間
）

巻
三
四
○
　
鬼
二
十
五

韓
弇　

貞
元
四
年
、
河
中
節
度
使
侍
中
の
渾
瑊
が
西
蕃
と
会
盟
し
た
際
、
西
蕃
は
裏

切
り
、
掌
書
記
の
韓
弇
が
殺
さ
れ
た
。
韓
弇
は
、
親
友
の
櫟
陽
の
尉
、
李
績
の
夢
に

顔
中
血
ま
み
れ
で
現
れ
、
無
念
の
思
い
を
詩
に
詠
み
、
翌
日
の
昼
に
酒
食
や
紙
銭
を

供
え
る
こ
と
を
頼
ん
だ
。
次
の
日
、
言
わ
れ
た
と
お
り
に
祭
る
と
、
西
か
ら
来
た
黒

風
が
酒
食
や
紙
銭
を
全
て
巻
き
上
げ
て
い
っ
た
。

盧
頊　

貞
元
六
年
、
范
陽
の
盧
頊
は
銭
塘
で
暮
ら
し
て
い
た
。
十
五
、六
歳
の
家
婢

の
小
金
に
、
朱
十
六
と
い
う
四
十
余
り
の
女
の
鬼
が
つ
き
ま
と
う
よ
う
に
な
り
、
し

ば
し
ば
小
金
は
朱
十
六
に
打
た
れ
て
意
識
を
失
っ
た
。

朱
十
六
は
前
世
は
東
隣
り
に
住
む
女
で
あ
っ
た
が
、
毒
々
し
い
者
で
あ
っ
た
の
で

蛇
に
転
生
さ
せ
ら
れ
、
天
竺
寺
の
楮
樹
の
穴
に
住
み
、
人
に
化
け
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
小
金
は
、
夢
の
中
で
、
大
獅
子
に
載
っ
た
老
人
に
、

こ
の
ま
ま
で
は
死
を
免
れ
な
い
が
、
鬼
神
は
属
し
て
い
る
州
県
で
し
か
活
動
で
き
な

い
の
で
、
杭
州
を
離
れ
れ
ば
助
か
る
と
教
え
て
貰
い
、
ひ
そ
か
に
嘉
興
に
行
き
、
そ

の
後
は
無
事
で
あ
っ
た
。

李
章
武　

貞
元
三
年
、
崔
信
が
華
州
の
別
駕
と
な
り
、
長
安
か
ら
会
い
に
行
っ
た
親

友
の
李
章
武
は
、
そ
の
地
で
王
家
の
嫁
と
し
ば
ら
く
私
通
し
て
い
た
が
、
長
安
に
帰

る
こ
と
に
な
り
、
関
係
が
途
絶
え
た
。

貞
元
十
一
年
、
李
章
武
は
久
し
ぶ
り
に
王
家
を
訪
れ
、
隣
婦
よ
り
既
に
王
氏
の
一

族
は
こ
の
地
を
離
れ
た
こ
と
と
、
王
家
の
嫁
が
二
年
前
に
章
武
を
想
い
な
が
ら
病
死

し
た
こ
と
を
聞
き
、
住
む
人
の
無
く
な
っ
た
王
家
の
屋
敷
に
泊
ま
っ
た
。
す
る
と
、

鬼
と
な
っ
た
王
家
の
嫁
が
現
れ
、
そ
の
様
子
は
以
前
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
別
れ
際

（45）

『太平広記』鬼部説話の構成 ─鬼二十一～二十五─

に
王
家
の
嫁
は
、
西
岳
の
玉
京
婦
人
よ
り
授
け
ら
れ
た
仙
界
の
宝
物
を
李
章
武
に
く

れ
た
。

「
巻
三
四
○　

鬼
二
十
五
」
は
、
徳
宗
の
貞
元
年
間
を
時
代
背
景
と
す
る
説
話
三

話
を
収
録
し
て
い
る
。
収
録
話
数
が
少
な
い
の
は
「
盧
頊
」「 

李
章
武
」
の
二
篇
が

長
編
の
た
め
で
あ
る
。
多
数
の
説
話
の
蓄
積
を
経
て
、
鬼
話
の
構
造
は
複
雑
化
し
、

文
芸
性
の
高
い
長
編
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
。「
韓
弇
」
は
貞
元
年
間
に
吐
蕃
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
た
惨
劇
「
平
涼
劫
盟
」
に
関
わ
る
説
話
で
あ
る
。

冥
婚
譚   

「
李
章
武
」
は
、
鬼
と
な
っ
て
も
李
章
武
を
思
い
続
け
る
人
妻
の
心
理
を
細
や
か

に
、
ま
た
李
章
武
と
の
情
交
を
官
能
的
に
描
き
、
高
い
文
芸
性
を
有
し
て
い
る
。
人

妻
の
思
い
が
一
途
で
け
な
げ
で
あ
る
故
に
、
不
倫
で
あ
り
冥
婚
で
あ
る
と
い
う
邪
淫

性
が
一
層
強
く
読
者
に
意
識
さ
れ
る
、
ジ
レ
ン
マ
の
構
造
が
優
れ
た
作
品
で
あ
る
。

変
鬼
帰
還
譚
　

「
韓
弇
」
の
背
景
に
あ
る
の
は
、「
平
涼
劫
盟
」
と
呼
ば
れ
る
事
件
で
あ
る
。
貞
元

三
年
（
７
８
７
）、
唐
は
吐
蕃
と
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
、
渾
瑊
が
会
盟
使
と
な
っ

て
平
涼
川
で
吐
蕃
と
会
盟
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
会
場
に
向
か
っ
た
渾
瑊
ら
は

吐
蕃
の
伏
兵
に
襲
わ
れ
、
多
数
の
文
官
や
兵
士
が
殺
さ
れ
、
又
は
捕
虜
と
な
っ
た
。

本
話
は
、
こ
の
事
件
の
犠
牲
者
の
思
い
を
代
弁
す
る
も
の
で
あ
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
盧
頊
」
は
、
小
金
が
盧
頊
宅
を
中
心
と
す
る
地
域
で
朱
十
六
に
付
き
ま
と
わ
れ

続
け
た
事
件
を
描
い
て
い
る
の
で
凶
宅
鬧
鬼
譚
に
分
類
し
た
。

ま
と
め

「
鬼
二
十
一
」
か
ら
「
鬼
二
十
五
」
は
、
背
景
と
な
る
時
代
が

巻
三
三
六　

鬼
二
十
一
―
粛
宗
・
乾
元
〜
上
元
年
間

巻
三
三
七　

鬼
二
十
二
―
粛
宗
・
乾
元
〜
代
宗
・
大
暦
年
間

巻
三
三
八　

鬼
二
十
三
―
代
宗
・
大
暦
年
間

巻
三
三
九　

鬼
二
十
四
―
代
宗
・
大
暦
〜
徳
宗
・
貞
元
年
間

巻
三
四
○　

鬼
二
十
五
―
徳
宗
・
貞
元
年
間

と
な
っ
て
お
り
、安
史
の
乱
の
時
期
か
ら
、そ
の
終
息
期
、そ
し
て
小
康
状
態
を
経
て
、

藩
鎮
の
反
乱
や
異
民
族
の
侵
攻
と
い
っ
た
内
憂
外
患
が
社
会
を
揺
る
が
す
中
唐
初
期

ま
で
を
描
く
。
史
思
明
、
元
載
、
劉
晏
、
段
秀
実
、
渾
瑊
ら
、
こ
の
時
期
の
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
の
名
が
所
収
説
話
に
見
ら
れ
る
が
、
説
話
内
容
は
、
そ
れ
ら
の
人
物
が
関
わ
っ

た
歴
史
的
事
件
を
正
面
か
ら
描
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
歴
史
的
事
件
を
人
間
の

物
語
と
し
て
正
面
か
ら
描
く
こ
と
は
史
書
の
役
割
で
あ
り
、
鬼
話
の
意
義
は
、
歴
史

の
表
面
に
現
れ
る
こ
と
な
く
人
間
社
会
に
影
響
を
与
え
る
冥
界
の
理
を
浮
き
彫
り
に

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

『
太
平
広
記
』
鬼
部
が
意
図
し
た
の
は
、
大
量
の
鬼
話
を
通
し
て
時
代
を
再
構
成
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
史
書
と
は
異
な
る
時
代
解
釈
の
視
点
を
獲
得
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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注（
1
）『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科
紀
要
』
第
21
号
（
２
０
１
５
）

（
2
）『
日
本
女
子
大
学
紀
要 

人
間
社
会
学
部
』 

第
26
号
（
２
０
１
６
）

（
3
）『
日
本
女
子
大
学
紀
要 

人
間
社
会
学
部
』 

第
27
号
（
２
０
１
７
）

（
4
）『
太
平
広
記
』
本
文
に
つ
い
て
は
、汪
紹
楹
校
点
『
太
平
広
記
』（
中
華
書
局　

一
九
六
一
）
に
拠
っ

た
。
ま
た
各
説
話
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
木
村
秀
海
監
修
・
堤
保
仁
編
『
訳
注 

太
平
廣
記 

鬼
部
二
』

（
や
ま
と
崑
崙
企
画　

二
〇
〇
一
）
を
参
考
と
し
た
。

※
本
稿
は
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
課
題
「
鬼
文
化
・
冥
界
表
象
か
ら

の
日
中
比
較
説
話
文
学
史
の
構
築
」【
研
究
課
題
番
号
：26370432

】
の
研
究
成
果

の
一
部
で
す
。

The ghost stories of  “ Taiping Guangji ”   vol.21~vol.25

MITTA Akihiro

[Abstract] “Taiping  Guangji (Extensive Records of the Taiping Era)” is a collection of stories compiled 

under the editorship of Li Fang, fi rst published in 978. The book is divided into 500 volumes and 40 volumes 

of them are ghost story parts. In this paper, I have analyzed vol.21~vol.25 of the ghost story parts.The results 

of the analysis, the ideological features of Tang dynasty ghost stories have been cleared.
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